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森林は他のj自主史よりも iI5い匁7}< ι 侵食防止機能を干守する ζ とが従来から知られており，それは前報によ

っても一段と明確に、3れた c しかし，現手j'の森村cを現状のまま ffiff 持する乙とは不可能で，何らかのタトカlζ

よってかく;!iL されることは避けられない事;1さであるので，本報l土 :\I;;j，の伐採 e 搬出，火災や放牧などによ

り地iふがかく苦しされた場合iじいままで休地として保持してきた前記の機能がどのように変イヒずるかや，

笑験や現地調査をf了うとともに，その保全的措誌も兵体的に検討した成果である。

まず， 立木の伐採伯搬出の問題;ふ rl!地は林業経営の場として s 流域内の菜採十本の A部または会l11lが手1]

F目されるのは当然であるが，伐採。搬ぬがボゴの保全検能Jど影響するととは無視できない。その影響程

度は， jyJtI;条件や伐採の規模F 策本t時の地表かく乱状況によって， かなり:まっきりした援&~が認められ

る抑制18)31)脚。近年者カイヒのため9 伐 t11作業は機械化され作業慈も持伐方式が一般的となり，しかも g 然

J主材はほとんど暖侯iÞγ己主投務ば高\'È'イヒし， /半、来平地や E三陵綬斜地のトラクタが，かなりの傾斜地でも活

動している。とのような結果，林地の{知的まずいfifr f乙見られ。委託雨時の異常 11\水や表ゴA:'i!:さをの誘因となる

ことがj台J隠されている 12)別人、

本研究では，立木の伐採 ω 拠出作業の地表流抗;元王室および侵食への是正1野を兵体的ピ匁l るため， !f#づ芝林

分!と伐採滋・地表Ýl1J'!問りの試験反を役定し，立た， トラクタ築材の小流域で，水・ートJrÞの {~frt tt"l ~鐙観測，浸

透能ìWI主主など長行った。

つぎに，材、:地かく ~Lの ~')b怒として海産手IjJ誌については， jE.J:t三，見ょ北地方の山Jtllは林@苦f共ffi またはこ白

夜専用として，放牧， f;ì(卒のため積極的 lと利用されるようになってきた。衿地放!伎の場合， j亥務 φ1Yl';t之へ

の損傷がまず問題とすよるが， 土地条件への~饗も無視できないc 然In'u況な i語放牧は:士、対l荒廃の設問になる

ことが知られており 6114J42V 事実，長jiJlil\Jの粗放施業の放牧共用林野の 郊にヲ荒廃i也化した;場ï3fý ;6 rj~l，ら

1もる 22) 1$)ο した外ffiI文献は， かなり多く見られl4)20)21)34)附，それらは放牧

lこぶる jj童生変イ己と関連させてp 放牧if~皮知!のj受透能 8 こと壌物Jlli性への影響と;J<. . ~トJ妙の流出の問題を取扱

っている。わたくしたちも体・?をの複合和JJjJ形態である滋牧林施業の実験iとより 9 政牧状 i指別の f 地条件

への影害警告討す 111j し，すでにその一部を被告した24) (1 :4;，:研究では p 長期間きわめて粗放な形態でTIJ Yl i されて

きた::I r~ LiJ!tillの欽牧共HJ材会主対象~c.，家主ぎがBEll当ーしたとみられる荒廃油の分ギl' .発生状況を，立地条f't'

との1:01;.患で考祭した。また，大競争史実験放牧林地での符J著名制7互によって主~i詩による地床破壊のメカニ完了

ムと燥地発生状況を追跡し，土地条件への影響をさらに脱線にした。

林野火災はお設な級料;資源を無為に焼失させ， rri] ~ii Iζ 生i&i基盤である林土t!1Iζ も少なからぬ慾影響を与

え，土J議後食や崩壊という二Ù(的被導去誌発する場合がある。:山主， tÆ;野火災。火入れに認速して 1I1地の

水流出。;交遊@伐食や土壌への影響を扱った外国の被告は少なくなしとれらの報告では含被災や火入れ

による浸j霊能の低下， 7J<鈴土砂の流出のi色JJ日が一般的傾向であるが7119)35h 企部どはこれを否定するもの

もたるがお日〉。本研究で l:に これらの問題そ明?仰とするため， 1969 年の王手~~の岩手県士一ミ liË沿岸および県北

被災筏j主別林地の浸透能の担Ij}と，佼10.:76:1:，土砂流出の状況の紋
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がわかった。」のたや3 地沫のかく札会妓ノト限にとどめると止が肝心で多 E5;破壊した:ij.Jj!1iのて、きるだ(フ

1;1 初心波1 皇、表!‘ より， i'本域 11:11棄の u!、にはある枝氏抑制で会るしとが'/尽~FE ~~ 4'1., f .. :. (l ζ れらの

研究成果が，森内の1ネグイη{も業立)IWiζ9 多少とも参)f;.こなればと考え，総1?i して絞告すと%ものである。水

研究実htl?C際しp 術指導賜わった仁IE~ t:在ji:;林試111J 災部長と cl-'lmI秀涼防災総長lt\ ま允，実行と取りまと

めのITüj'iIiTで協力された任研究家JLFI1隙 λ 〆!LIIliE怒 (1)"(，1創れよ{およ

，t'[する次官さ Jちるわ

TI 森林め伐綴&搬出による地床かく乱の彩饗とその僚会策

1. 伐採緩および地苦笑処潔男IJの比較試験

( 1. ) 正:it;!ßô:ll2.と試験 }j法

にあり， ty~ rRj 230 111 , ï:~7g芳u乙面する 200 ，、.~2:r'のほぼ容 A な IJI絞斜rfüである。

対象地の利utJi カラマツ人 r~ 1キで予林j出土ほほ問委員状燃にあり‘ したがってト， 1箔低水類は~t~ なく， Ht約と

はオクミヤコザサが企 1I告に ffM~ !:J: L.-亡し、ずこ o J二議は新*1の岩手 UI)(ILI氏からなる未熟な砂笈壌:とで，土壌441

1立 BID(d) で代表 fJ れ，民ぷぴ)'{';J~j三 'r'Jはきわめて災好である。な二人試験処渡部後における名阪の林分続

治iまずable 1 ，陪!f;}lJ3iJ権担立の発添状況は Table 2, .:l壊の粉河Hjjò (J Tuble 3 ?ζ示した。

およそ 0.1 h呂ずつ '1 [6，並殺した ο とれらの試験区に対して， Tubl巴
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7.59 I 1 月 i ‘ 6expεrillltnt Jtpzs) <PlotR)

(i 969. Sep.) 
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Table 2. 各試験ぽの積被およ

D炉問lopmeni condit卲n of vegetation 乱nd litter on 己ach plot 好摩 (Kóma)
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階 j~雪
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(R) 

1 10心

II 

現

IV 
V 4 

Litter 100 

ヒ? 伐

Clear cutting 
(5) 
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Table :3，各試験区の十A 擦の終性1fl

50i1 prop己rti巴s o.f e呂ch plot t子浮くKôma)

巴

E童
(%) 

lE 給 予が度) 
Com pactness ( 

Y今I、o:tP11 jtL 
且閉L 

69. ペ 63首 5 71.;; I 65.8 I 70喝 5 I 
(96) 

65.7 I 71. 9 I 6 ふペ > ハ、J

15.0 I 16.4 15. 駛 I 
(96) i 

9 フ 2".2 I 9, 8 I 10‘ 01 。、)， 0

透ち℃ c悦 54 I ,ï7 I 54 i 45 ~ P♀rcolatîon rate (cc/min) 
47 j 45 I 49 i 口-どd台う、

4 !C示す試験処J1JIを加えた。そして各ほのぼ iま中央!ißtム斜 lî延長 20m~ 阪 ff~L 5 111 の主];J!い:fE下区在、 1 区設

定したっ各試験況の蕗積，信1斜存!など{l Tabl日 5 ;こ示した。各流 F 隊、では地表流 f長t~ε転倒マス式九~:Æ:

百 110副交回数自記~~~~:1長続さトヘ絞続記録したり流出 J 主þ主主はプロットの下織に，半円ヒコ_.-ム管?とよる

JHj そく装置づt:lftE~~ し，随時貯砂をrF援した。降水廷は総 10 crn , J乏ぢ 20m の秘4~jli~芸計会1民事4 し， :('ﾍ!X 
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ì5H, iji 
Prec[nitat卲l1 
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1 ,4, () 

es , 

60 , ? 
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1" 己.

V 、， ι

己'7<1

'fable 6。谷 hlt Iごほからの地災

Sリ rf乱ce rl\1口 off ()J each plot 

C.O 
(ハ,_;, ¥_-
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J、舎

.!.ι 
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ハハu , ,::: 

(), ,3 
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O、ら

円

2j主ずつ下IX.í， l，í iJUiζmtft~{ 1 ノ， とかIJ:J主分会そくし (1 さト，.允

i子 (Kòrna)

日子ど (K�a) 

r、 c

J. .,.; 

、 3

L 1 

()~持

りふ仁子のノ;]\分効1J~~ そ~;(U t:: 九ほの(1;[ F I必の河 20 CilJ と 40C111 i こ，

したヤ~;ろいた f ンシコリライシメ p タ石♂'，)ヨーさにつさ :l im ずザコ ト 1 和さら(.... 
Lノ/叩、， ;会民主

K).!主況の民行、 Þ< 1'~i:t~力、ら，が?;ぉ jjij (0 -.,5 c.rn1 20 、 25 C111 司 4J}

の 6 1.~，L -;_ti;t -c ~ 1 波お t~ &こ 1'，議を 20()cc nU 円前で日然1TJì民ktlUjX Lノ? ~.~主義{!ìJJく i立役 F\I]í:ré 日 fこ c
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訟のifI'i磁泌;まぬ661，l' 9 月から 1969年 8 よj までの 3 か守ー間で，冬]時J 1土除いた。

地表~jf1下量および土砂流出:誌の会奥(2) 

3 か年間の地表流ド i唱の観測結果会s 月別lこ集計したのが Table 6 である。このがi泉によると，谷区

とも地表Yiìt-rがきわめてi敬遠である。 ζ れは当該地の止壌のi完遂性がきわめて良好なこと 3 強 ;HOん度が

比較的少なかったととが起閃している。各処玉虫[{5JI] にみると，静伐し地表露出した S TI [:X::がもっとも大

きかったが，それでも年地表流T本は 1%強 iと過ぎないのこのことは伐i*地表処濃のいかん会|渇わずp 降

γ 打、)Í(，J;
~， νJij可~

あっ

ffiの地 LîlJl主査をのほとんどを浸透させ，地rt1 7Jく分として供給していることを示している。ただし，

これは 1 降雨ないし日単位 lとみv( ~ 

れば， :J:U~表流下半は数予約と速する滋

合もある。

Fig.l f j:各処箆 iXの 3 tJ斗隠の日

ト判長ムllJの J1Q表台it下量をB 雨量際級ど

とに翠U\Jl. したものである。これによ

ると 9 各区とも rifu :1設が多くなるにつ

れて，地表流下室主が上昇A曲線を揃い

てJ設加する傾向が認められる。しか

し，かなりのばらつきがあって，そ

。無処理区
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の回帰式を求めるまでに笠らない

K aPb (R: )1 i;fE 下 jふ P: 周期間

が， }Ii 016 )や中野舶の?被告のような

140 
(mm) 

60 80 10C 

じ l品 55 0干 ral 門千 2111 size 
柄雪量階級

Fig. 1 各処理lぷにおける雨量階級と地表;:n'cードの関係〈好僚〉

Relatlon of surface runoff to class of ra�fall size at 
e旦ch treatment plot. (l仏rna) の雨;遊歩 α と b; 常数)のJiJ.物証11線

t子R手、 (Kôma)

Table '1.各 i/ít ド区からの土砂流出

S巴di立leut load at e司ch plot 
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2. 弓

*絶車主翠;で表示した。 Express with weight of oven dry. 
料給乾笠1. ton守二 1 m3 で換算しだ。 Convered ln to 1 ton (oven dry).� 1 m 3• 

28, 750 , 6 0.0 39.4 0.0 もも， 9。35. • 



11、切り本 J、びー1)式保余機;況に!対<) .:;;:、ji}[!jf， (W 2 HD CHJI. :{'illω 7 

Lょに JlI:似している ο

:札:点検の縦;!jやて、は 9 知/;[1滋!， Ii主伐， 守的えの伐1系列主主ltTi]U)地J4がけ、滋 iとは，にさなEソlil-iJ~\tuめられない

が， やはり地表銭tl.-，![Îと.";て~ .{出のぐ守ょ:フも多少i引が!O)傾向がみ

級が 4，~，18 cm という ItJ:\i: f内約し、もので， jω45ぞ i双域しないよう人)rE林タ1. ~ζj船!'， したっこのにふγ

;と{米 tをしてしp け~':: l{~J しいふtlJき泌ノUL{え/.!:l{こよ .1"T もそれほど低下[ノ 7よかったものと捻箆される J

つぎば， I;，J却jl!りのおよULP4'，l.AìJ の dt !lj .J二砂 Fziそ~ ..H >JiJ (/)jf:YHt したのがすable 7 であるむ これによると， iま

伐しi血友:や滋iJj ðせた S II iX以外 ~~t ~設誌である仁ずな t)'b t )-:1司伐はもとより皆伏しでも免 ÍÚllょが阪城くさ

れない!絞り，佼食H'百日十j ず{~t n:~lJ沙主主もほとんどi認められないハしかし， lii~ t)~物会利ざとるん， ?1rtl:UJ山

li'� _~~:~ま:こlW{:~乙夜ぺい年添加訟の 3 か if'v 十人]は 29 ton!ha (自1~J，~i'E_fn 言。 iご巡する oSTIlx では地表すよ IU状

12] ごあろ/)九カラマツ\t:m刀 (2 ， 000 本/hn 市j役fltYi しでおり p o 交}J J記号ごとがしている。

お11λムの流出少量;;去月日lj にみると 8 バカヨÚ\!，(1)ノ j にくらべてIEf11]1刊に多い心と 芸;し、うえP

;こ，勺1日Fíのひ/し lit がし、こと，さら v、， L，流亡しやすい条件 Fiとあ勺たとと

によるハ

li\[ 伐の 4 か釘りのåL!::U こi二I(ÞBl ミ:"::.:'~羽長紋Yjljf三?店主してプロ 1 1, 1./ たのが，ト'i芯 2 ''Cある。-: j 1. Jこ J: る

多ノ])(1 ら〆コぐ :I)!， Hiiffi が多くなる iCつれて9jAb る似 1Í:l[が認められ， この関係は

E ニ L 418 pU03 (E ， むtt i i'rゴ二1j_tþ.-�: C*色乾設 tonjha) ， p: I札泣)のノ出えたであらわされる〈 ばらつき

の[京 ILl í九 lé5fl，ll の忍)"\， ::l:， i~l条約ムなどに防法ずるものとみられる。はお事流出t:.到し寸法と|ネHJXüEit O)調係は，

すごにJd [1 ら 17}lS) \,c .J::.っャごち ， K=aPb (a J:.. b のì1羽係があるく亡とか!リj らかによ〈才 Lている。

( 3) 案合水本!:.::í:t支 (1(5}!(!iJ殺の W:_Jt

Fig , 3 t ま 196s+r 4 月から llJJ までの芦]，必lぎのtf， さ O，~，.5 crn で測っ したも

のであるつまた p 全おlil自の、iiJ2:j合水斗くこその変化係i設を，'， 'I、able 8 V 示した。

/k.~~it:()<すする様I[K H 'i t;;-Jk I訟のおお11i分本であるの;?1~ (~ 1 11'1 までの G 入、の全語、v均で lふ令占生直u じ5jJI]lこ iリ j!~l

7工法災や'1 与i.1~ /J'5:泌められない。 t かし)深さ別や表j議 (0へ.40 cm) , ド燐 (60…100 cm) ~ζ区分してみ

ると， そのEEソじに〆む l'のヰ台数が?). ;) れるつ

すなわ~;) ~さl- i2{止もJllE，r~i~) ~亡くらべてト総郊の変化が少ないのまた，ノトト!l!1土n~.J]iJ ~とは校伐 iX がひr-'.，，5crn と

20，， ~2 ，5 cr況の r{[践の変化係欽が多少)"きいのに文、!し， (î，i~;1認では 2(} ，， 2Scm と 4(}'， 4S crn (D{む九がいく

らか大きい~) -l~~?{\t I交の表土のてを/にギ lむ被援物が;乏しい けてる:{t，しゃ

すいのに対し， ギ玄では林フての法数行 rn の関連で， ややか;い校日立で/，主化j出入:さ\なるものと捻察さ才1

る ';.rIH} CD :~1Ë .N号、 !tJLj :.~;.点本では，お Vl1f'E[玄関に (T;{f~ !，s 託児 i/\ ;;;tJ Y_'う鋭いが~ -1:~.Nû {n .. ; U:: iji{ ると i者f~:Xがややノに

会1;' jG(Í 1勾があるコ

勺該J:tuoιーにうに!溌 1'1;; 訟がlLヰ~fî"~j ~.j)はく? しかも泌j.fi'{J\g 0) !、 i; し、 J)J('<:Lt， lllU<IILìtlと11 泌がま;く己主 {\x 滋のfシ

ない+'1伐ほのフjがヲ地表からのみ、 éígJit<が;にさく L も，有，f本 iベよりも!)'Pi 1 l 1 くなる iiSfì[;:ti ，

がある。乙のよう従事ι実は，双子:J:!:ら出Jがスドi11s'休で， j/，Jj'主ら 38)がアカマツ tl:令休ごfJl)べìi: k]，:lrQとくらべ

ながら， ':Y !H!j 遜じてこ機水分のがUIÎょ.~~日 r ')た結Jr~でも指摘されγいるくなお， ji!j'{見地表露出[べでは 9 紘コょ

があ:;くと JillJ\えがト!~~鳩 lこ乾燥し沃状令廷する乙とがある。しかし， この深さは ~di京地のようなii:ÞjJ~ とではせ

いぜい 2 CITl 校皮K滋ぎない。主ÛL!ÆZijが気乾状態;C近くとも，その下 l脅からのーパ?よ)段ノ引む と ω泌分で

しゃ断さィしむしろ蒸発111/，丸会抑制するおとな℃ている。
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Fîg句 2 子l'伐地荻原r治区における lヰj話:
階級と流/:l:'，土砂;援の関係

Rela tion of sed�ent load to class 
of rainf旦11 s坥e at S 子1I plot 
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つぎに， Fig. 4 はテンションライシメ ω タ Iとよる表土〈深~~ 2む"~40cm) の水分動態をンメ υたもので

ある。各区 3 測点の平均債であるが，長さ 15 cm，径1. 6cm という小型の綴過営であり，特定l、Lの;j(の

勤きを示ずにi~主ぎない。との結果によると，蒸発立lÍ:fl' FfJ の Iliif&i正 6~-"8 凡の;弱 fiqlま名 i混とも減点し，とく

に釘林 I涯の方が無iÿK区よりも氷分消誌が大きい ζ とがわかる。また，会期間をj混じて各氏とも ìfj占71<鎖向が

みられるがp 水収支の llüで ζ の級位2においてマイナスとお円ている ζ とを意味する。ぬ林[支がll!~i* 1Rより

不足分がノにきくなるJ:lill!l は， しゃ開?による消火主誌と l，1~訟による;花火、泣が蒸発滋における jüBi?互の主主をよ

銀った結!Jf!:と捻築会れる、コ本数?i十LtJtの低い fMJ伐lZがおい!以処政 Ixよりも泌VJ<主iÌí~，1大きいのは， 1m伐による

成長促進にともなう蒸散畿の増大と， JN~開による蒸発損失の機大が加わった結果と考えられる。

2, トラクタ毒薬材の影響調査

( 1 ) 約査地と調蕊λn1、

調資対象地iま，岩 fif:l ドの [lj 日市出千f材、(治手営林:1.J管内〉ょ兄}l 1 i 自 2自体 (1 日 C?) 2 か所

明、'- "7 

U の也。 4α)m fÌíH受のlil凌地;ζ成立したアカマツ:天然IJ:林地でま「句 [fÜの 10""25' の傾斜地，であ

る" {没者は柁ií[Jî 700邸前後の dLfrJ山と成立したプナーミズナラ天然主主林地で， ;Il閣の lfír~300 の傾斜地で

ある。 J2( i、前者を四 I11伝説資先g，後6そ 5亡1l1~出資地と {lf3~o

四日 IIJ，DliIJま地は 1970ノヰ工務季 1こ立木:が伐採されg 立を;fj'fl守にトラクタ〈クロ ラ é~~ ，宕子認し鋲業翠l ， !J'I式

CT35，ヨ工長 4 ， 65 ton, :J史認m:: 0, 35 kgfcm2，全 Illlli 1. 74 111, 全長 2 ， 76 m) により当該流域末端の山元一i

Ji~}まで搬出された。淵:在地は Fig.5 Iζ示したように， l ;;jえのノト?Rを rf-1心とする小流域奇形成し， 3で ÜJÍ積

幾度かく言L地
1..:日十lt dlsturt)ed ar叫

i流赴 E出ゴ T
C品t c.hiη9 pOlnt 0千
sιe、dimen 十 !oad

Fig. ，5 ラクタ祭材による抱

〔凹 EIT\i淵夜地〉
Study area of t.he tractor 
logging and each m日証sure

rnent point. (Yokkaichi) 



11 よび lJlt (,.C/r: WiiJ:~ (こ よるが(.気 2 長〉〈ぷ1 )~:白山崎)体 SIBの

i 3. 011乱ごある。 比) 11'/;f;~J 九tillU、， 197:3 '1 XUデ iζ 官。本がf(j草されv ~ トラクタ(クローラ jt~~ ヰ γ タピラミ

形式じ乱七 日…4，話 .~lt 65 ton~ 桜him: 札 42 kg!cm日，会腕 2.02 rn，会 lii 3. 10τn) iご=上、 ~J )秋不まで

2 ;'rl~たずる;.1、むとそ lf ずるごi骨よ出 ;~S 4"1-. }l-~~υij，!;J'i奈川;t Fig ‘ 6 /.とえしたように，

‘l、流桜花a 形成[ノ?会 rúiT"れま 4 ‘ 3 ha である。

伐採永の微ぷ1)J j¥; (;l: [iili調まま地ともほぼ同様で

ハ
利

L内
外

と才l'/2~A ベースとして rJ イヤマ本寄せ L 〉談。請する淡町とflSif'ζ よ寸て f[::設しょののち‘t.J'1.] 3‘ Om) を，

ア…子方式 iζ よりサJレ子ま 3: '.}'11 され守l�!WI している。

トラクタでけん日 f されるものであやり jïl\jili店主計白から {\<;1訟法i(Logg.ing sulky) (ζ よって吊り仁げながら，

(i1ijλf!;Ji'と地トラクタ iζよる阪d\ UJ.-!$t~ {J:jがずした fむ草木の年む付t!Uぷどは， γ乱blc 9 にj}JX約したとおりー

� ̂; íこ内件前ごみるとくに続料力行主で7浮j\ 機械がノ\市な後も ;ζJItHミがか/よりかえ ろしさ;f l~

Fig ‘ 8 トラクタ;長村によるl1h
表変動調査111と各江主M、
(jjlJ:\綿子て地J

Study area 01: the tractor 
logging ancl each measureｭ
mont point. (An勛awa) 
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とまかく ;11絞j支は滋0dとぶつてかなり CD2是認が認められだ。寸なから，設も放しくかく乱芯れたのは fli:\':'f

iillおよびそのよすi.QT，ついでトラクタが築f;jのため;おひん皮に通逃 Liとか山中えした i\S分で， これらのJJ)jf:ilí

l乙 l土地主主物がほとんどみられない。 ζ れ{と対 1-" ワイヤでされた1~[j)}{土， JI]1，tlとはほとんど jJiH泌さ才Lて

いない。なお?両以主主t，~~とも近妓地に， ト 7 クタの?なく行動しない 1trtかく乱地会対応Hメとして設定した。

らjれ()) .?:1!.ィÉfの秋季までの期日!rJ継続したコ川な内授は :~iZJ 1ttittょによってすγτ 災な

り， r仔 13 一月1 斜主主地切ではかく，~L程度思iJのi:ぶ送機ゃ LJ1H治にあたえた影響とその[<日ミ:ìMJl~~tc) 5rl川 f祝賀J[tJ，

でばかく乱程度見11 (::)1111殺の変動i!:1:2::会流域からの;j{-E l:H.:l沙;去の {liJそく iこ意点与をおいた c 兵休日立には，地表

かく~Ti-LfLと}主切に 2 m}j)~O):認定ぷi合の尽を，利 IIíí 公 Ljl ，下の 3 かfj! Tに設 L~ 主ぇイ弘法物 lù~ 

i昔、 a こと築物辺住 (ù史i皇c，子し同i ら:~: ~ EE Jf;i1:i [1主J 分散~t(;など〉を千分析した。浅透古島判定

は及。cky M01.l.ntaii1 ;'P.向:よさ討を，地表変化は試行二し fごト主義役会計を煎い l:: ;，立た，流域米}tfMtとは-ふ製

の{記主るこ!::弘、交:ア装 ;.ill?;を設i泣(ノ p 随時'流出土砂i誌をfl!ì そく計足した〈 しれらの測定位施設は歩

前1'{~の Fig、:3， Fig. 6 のり:qこノl'しである。

(2 > トラクタ〔ノ〕行以!と泊表かえ乱 C，:)，\]犬山l

話Uillの観察によると，主t!lj未のかくよい ;f~Ø.l}I~{ふ地形;叫がじておよモ[2く;分ができる。このことは3 トラクタ

口のコj行1江立勤みがi封却焔H凶胤i札jf彩p とと; く iにζi綴E百演釦líi羽'Fυ斜;

j掠\~伊符準iIi.J汐8釘7)~にζ よれiばf， 鍛路ρのJ制;以1波;(i勾匂紀 lはまヰ土:滋、で 2お5ω;にζなつてい之る)(! オ子主え能ノJはおよそ 36" なので，ミ|祭;ζ は

30" も総工問をして行動す{í:，主合もまれではない。 200 以ートーの主必斜 JU1.";-やは録料コースモ'とく

lど定めない i長会が多いので， トラクタはほぼ{ì':ilüをお JJj 犯行動ずる。

休地.f+(全よからみたトラクタ集Htit(f)l[[I史かく i1îL埼iむ ;2u~lUíi(/) j、降初，緩斜([!_]CJ) 1川\J{ 弘 ft:~)長波i河辺

!と|没られる。[いずかく;F，L地は， üH;jコ，ス;をむめないで行3!J) I ノ fこ絞本守山Iであり，終!受:かく乱i子1 はそれ以外

0)場}fI'-己主としてワイヤで;本寄せした銭;践である〉との 1:[1で最も問題となるのは~ {Ql斜地;ソ}設する完全

tj ずりの作'l\'tì:廷と丸太の l也擦りによりグy 吊すゐかくである。河減資j也之も地び\_~:村ではほし lfJJ げ

jj式であるので，ィ:，jYの I}}t燦l'HJJlはほぼヰこ滅されているが，ブナやミズナラ Lひょう

は，校張りが/にきいので地床n~擦のJYt{';-が大きい c

k ラクタ築材地そ Table 10 !，と示したかく程反によって総鈴区う?とγると，四 HTtr ðJi\j 蕊t1L (iコ場イへには，

1ft皮rs:が 21% (この f[J (J考作業irf 5 %), [+.1 広三氏 37%，淫茂ば 1276 となるじ このかくよ(ぷt誌は地表造

Table 10, トラクタ l'EkLとぶるよltt't{ (/)均三九万はたj訟の lベ分
Classii�.cation of thc dìsturbanc日 condìtion on ground surface 
by th自 tractor logεing [lJ H di (Y okkaicJの

D.fl' ),t j詮
Spu!' ro呂d
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れlb1e 11 ‘ ムアグタ :kl!跡地むきミ J刈犬お(杭被および京米J1íょ被公約)
'J、he gro1.1ud condition (ポ江口てlinF veQetat卲tl and 1i�rJ ()f the 、~.，^<.~，-，ぞ》ラ J ノ

tracto[ 10立日 in_g' are3S 

プ γユ、

ν) 1...: 

}ヨ H T[j 

YolckaicLi 

二八!~C n，な ;J\ しており，芝|誌でばそれが;主と λf どなく↓リ1}~ìX，叩物 (1111絞、Jc，

どん、1.-/がiJ!むかく \Lhl~/!) 1 _; '2 j、いとあるが事 iF是正:ぷ 'cu、 J!l( か九乱

, 
、Ì') lマ平約ど恨 t た付与iを Ta1泳、 11iJiA; 

< 3 >

って， 汲主ともいわれ} 1!iiUn: G_) 坑!わわ jji 士総 i~S: <~:、政江 1トラク.).

〆JlS{の11~併のみでなく、とれに上に;zjすオャクピラや丸太りな

℃いる。トラクタによる袋 1'1の結界~， +{~jtj (1) 〆だ L(.Dij{~1J}E子リこ少なからぬ三!日三符ゃあたえたことしちMÛJ，烈

繁からも感知1 さ，;1，たりその治的な変化は泌表郊の7史 i!:で、ある。 Table 12 (玄関ドlijîι的資泌iと土品、で，地表

かく;F;[J七主地イ~rili )こ 20CD1 夜さ , ::1::境問:草公刈二とし t.:結れとある。:ま六， Fig, 7 は5i~_]!l割安

iJ1さ鴻!となc1><: 0) :LWt :01佼ヰi:iRIJ;乏し九日か iっ 40 C111 -::{::て1.

たがζ ト日あろ C. バ ~J ゴ災@!~rn;[;‘!日いた n

と l.t (l'~~JÐJ，'守かく活し:く、
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四 UI!J (Yokkaichi) 

50 077 15 ‘ 7 

2007 

13 , 0 

4.129 

lO.゚70 

20493 

1、able 12. 各間:資区のl:壌硬度

HanJnes弓 of surface 胃oil at each study area 

22‘。

,6 0 8 

10.1 

14 “ 238 

10427 

Ao 疑 l~~ かく訴しix 
Light disturb邑d area 

B. It] Iìtかく乱区
Medimu disturbed ar邑乱

C. Jj宮J;Í"[かく ~iL [g 
H日avy disturb色d area 

u‘作業道
Spur road 

Eo アカマツ天然生林地
〈無かく乱1m)

Akamatsu natural foreat 
i品工1(:l

I:S:~ 

Stuòy 乱rea

3まiUld 

病問符号をもった平均僚は 5%のずTXF.水準で去を災が認められないの
Means with the 開me letter superscript are 口ot statistically different from other at the 0, 05 level 
of sign凬icance. 

工場、石iJi.獲(相対古車)

Soil hardness (mm) 

10 、 15 20 25 

/主 07美俗写本1!(哲まかく:5U也)
只esidual stand 
(undist urbed area) 

包軽度 j)\ く言Lttt1
ーし ight disturbed area 

円。議j撃がく乱地
\..， 0 汁eavy disturbed area 

0: 作業滋
‘ Spur road 

Fig. 7 トラクタ紫*tlとよりか
く乱された各地区のこ土壌

硬度
The soil hardness of e品ch

area where ，可ere disturbed 
])yτhe tr乱ctor ]ogging. 
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これらによると，各区別のrmf深 Eさの土漆更皮をJち絞した主場合 lζ，有~~-~な差史:が認められ-，とくに地表面

トラクタの行動のほかに，路磁設定lと際が顕著である。 作業j査が一下院j まで位の1:><:よりも硬化しているがp

している)透過ひん皮のもっともおい作業il!i.の1~イじは当然のことであるし，て表えをカットした ζ と

が，可t皮および終皮かく乱池の災 i も若干波イヒしている ü .:U渓Í!更度はそれ自体指標的なd意義与を示ずに過 N

ないが， 十件壌の物疎開叩との r~l述主主は高いE410

γable 13 f立問J] ïTI潟j 号、 l也において，各地区別に 0" ，，5 cm と 20，，~25 C111 の悶位置かふ 400c(: (iコj_'lU~

PJ 叙iを!日いて汚然:U\1!~1こ採紋 Ltd二J，~試料を fì~\l ぺた主力泉である。乙れによると 11:給E苦~， 1*核軍などがかく



十小よりの点および議I!:f~イド機能 }C 関する研究 2 -:-rli) 引寸北。?叩的

'1'ab1ε13. 久、 ;U!;I :i1f.区のこiニ淡の諸

SoH propεrtÎe:s at each study area F吋 EI ili (Yolζkaichi) 

JrlJ, ilm; 11t j役 I 1'1 
乳:rea

Light 

l11r1act3or e 

P分i 散山
spers卲n ratio (ý,,) 

1 ~5. 8 I 23温 1 2ι ー i 32..3 j 28 , 8! B! J 9ぜひ [ 29陶 3

f.:,( イヒ 〉キE i ，]0.9 ゥ';!，ぷ 1 , 2 ( ,31. 0 :':9 , (; : :2ヲ 31 3 40. 8 i 27. 8 I つ 3. :) 
詰 regatlOI\ (;?6) 

(9�) 
11Fj.41iJ5，口 i 17, , 12. e 己‘ 1 ノ CJ. (; "b 討\ 1 O. ? i 13, J 15. 9 

透水ftt10 Tim Percolat.ion rat台 (cc!mìロ)
94 1.17 21 ぷ八fツj J li) 38 i フ

(9óυ) 47 ‘ 2 5e.� 5f3.4 47. i 67~ 1 48. 5 、37. (1 ~)2. 7 

(%) ノ
60 , 6 'アヲ 〈むJラ，、i心‘よ り2 ‘ l 己目 5 48 ‘ 5 63 , 1 

13.6 1 三、ら fJe J7 J ‘ R v 10岨 ο 8 2 8 \2 , 0 

(90 
日l， J 7日(1 7901 517 '/6 、 3 υ。(1崎、 e にJ 72 , 6 80. ? 85. ;3 79.0 

80 , ゚  i 86 ,? I ['}2. 2 85. 6 I 84. 6 1 B6 ,:3 ! 80<? i 8,3, 4 I 7ム :3 84. (1 

活L務l塁J52強まるにゥf，て il!] らかは j(!i~，たしており，民[_üI) .;Jt/kt~l~や TL絞Llなどは低減しているのこ

おし γC も， し? で仁 ~~.J}lJ にみるとむ -'.~/5 C :n1 のう引と影響が告にくあら

われている。これ;γ 獄似もする結果は~ ZASA.DA4引により ，1L部 Minesota の，戸ブラ:\射性!のトラクタ後初 j 忠で

フミ(íE ð れてし 3 る。

:乏食f礼の限界1í!古.~_.訴した難波よ 29) の陀実弟ヰこ f{認すると， 2'-1 iIJ }J，~交:Ii七五〕分数本では ι11[弘 !lU~L 1'1ト業巡

3 rと該当しているのなおs 現地での続長そによると 3 政I1お i'\ 1'支え:刀、て li!ijのあとのよ

うなよ縫合/1<郊のいい、とたL:t ~ トラクタの 1 j-動による泌氏かく，T，L'¥' J:駁への影響l士会:しく i1@)にする ζ とが

{依かめられた o MOElJ RlNG ら邸J ば Arkansas の Loblol1y pÍnむの林地でのトァクタ祭料で，話の二Lt

/)よ宇ふ剥Hj よりも， J)家の王手治 ltを J"当大さい主士、 ぺ、京本.-ì)減少させたととえì: fI)jら ir>~としてし\ハ

( 4 ) i l:J::'11ìt;および f:1:食深のさ;二災

月 n '!l'ï ，lf!げtJ山の手子阪で， Rocky Mouれtaill 71~!; 浸透:\1を jおいて~ ~'.~~~~ JJ~測定なぞI った。 このi具合， 現実K

Cf芯1、さ;fL る l巨大の!平年 1 ，lî 強);;1'. 100 mm/hr ;~二、法Jf~~ é:: し p 問問Jt1!1!'J 1 !I引けの ?jx :ìli いートのffよEF ， こ

~9U]\!流出上砂設会!!HS\ょしたりまた， 20..,,250 J11mihr まで変化合ぜて。 対応すむ i生活 L 戸トも

�J!UTL lJた。とれらの結よいま TabJe 14, F刕. 8 のとおりである。

こ tLによると fljJ辺および京、終g(汲レート;まともに， ろ才L， とくにm皮 iぎや作;ぞ立j

lま〉合!~かく \~tの材、地や終浸[)互にくらべると，決終;レ作一トはおよそ 1/3 iと過ぎない。また， J也被iì売のほとん

三、ない Jfi:Ilt[三や作業巡では，実験降[、Hによる if'f It 
-1'11 J::. 1(1' -Xúが多心また，

れない場所;ζ くらべて著しく il\い。

く百七 さ

5:t， }ij溺資総叶I咋í.j/U-:: 前記 lJiミ役食おそ )Tj し γてj:trl表伐食深イtづ'PJj，乏し/:~がを 乙の結果l土 'rable 15 iと示し



.. 16 f~~ 2-86.0 

Table 14. 多治i ヨをほの浸透 3強度と irrE ;':t 土砂 534
Infiltration 匤tellsity and sedi訂1巴nt load at each study 旦rea

Ix 
area 

A. 終皮かく乱〆:
L�ght disturbed area 

l弓，キ1 浸かく
M巴dimn

c.設 jえかくi5L IX 
H巴avy disturh出iιr巴a

D. 作業送
Spur road 

.E. アカマ

lOO.S 111 b 

102.0 96<. 

守7 0 6 7ﾓ'1 

1080 3 141' 

* fi\'J符534与をもった不ょっ行対立 5%の有意氷f訟で愁;詩~7J~認められない。

四日 TIT (Yo]王kaichi)

79b 

.58' 4, 0 

19d 10巴 6

928 

Means with the same 1etter superscr厓t are not statistically different from other at the 0.05 level 
of significance. 

ITlïíì ハ十 r)

1'�.8 トラクタ逮J討による各

お~~tkまでの降雨強iをと浸
透レートの関係(四日 iiO

Relatlon of rainfall intensitv 
to infiltratioIl rate al 日ach

30CJ 111εasur巴mel11: ar巴a by the 
tractor logglng , (Yokka�hi) 

たとおりであるむられは搬出完了後， 11'から秋までのよi か fj 'Wlの測定結!l~..であるが，これによると重度I又

と作業f設の 1-:;燃のり mio)損失深がifgよりも:にさし斜;磁の上， [IC1，下郊の平均値;うま L5~1‘ 8mm の範湖

で斜jHÎ上認がとくに大きいことが注院される ο ととで3 変化;ì'i!: (~て H :l1当初去の絶対 '([[[0)合計れピj，損失探とは

減深のみの

流iきされ，

!i' J 吋-j 、 z
くご l..l <..... :., '1ヘ，~) 0 よれば?路泌が水みちとなりョ !iiJ 辺の[51 七砂が下i セ lと

して谷1H1Jの議+iFÎ~(流入する部分lh 1νn 、ァ
しノ丸 v ' (/ 



!rt 
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'1、日 ble 15. トラクタ投与1寸断、地におけるか〈古しお度目日の地Jぷ変動および扱うた深
The changed depth and the 10st depth on ground surface of e乱ch

disturbance degree of t11e ground floor ヌ )11 (r¥.nikawa) 

林 1111の)]<;，にt、びと壌係会機憶に i;ÞJ---J る研究げはーいJ

4丸問
ltem 

Upper 

中iÌjl M�dle 

1、祁 Unィler

γ~J{~1 Ave:rage 

îll ヘ z~，ロ

Lost depth 
(rn!吋

会域からのすf i'i ~J::li会最

{がiil� 

市制YEjtlJ，は~ Jt~ :1(_，r~t食やニLliÞjjt11 '1 (土WJ条{引くも，j:るが3 地形や lt:.較的ゆるやかで， !l\却 n~1_号車j をイ!?し可犬 n

流域内の各地lZ"(、1970 {F 7 月 S1 [3 '.~ 8 )j 1 H 0) 120 rrn司王いう議問。〉際寸日 \i:t工なかっ?こ。しiÞ 1../, 

これi土:(~ ~主表 H引立会現象/)Jfl1ff 訟(;~ í;'l iとじ ~/itJy& A~ \!0TIで O. 28 toujha (級殺T引のJ 。除、が rtìそくされたが，

どのト{えよUill干{(( 2 ha fζ限ると 0 ， 19 rnmι なるわ抗上長 ít討議 3 11a ~乙 f:%;'!Y{ ~J ると O. 13 lnrn_, 

よるものvであるつ行企業1在宅、<lU芝主として作業i皮肉設の際にりだの liriJF;1 i21の木氏定土砂と

p((とは iEíもそおよび知lìj荷 Jkit~食の形跡がみられ舎 主 7ご~ D1{"J或 >f::: {i)!r! 主で:PiJ';-悲しなし、で主主 rþ ゴコイえ恨校条?などに十台

告!? している f 紛も純文ぞされ/こ。

らと，ノ文明の ïl(' ~if，clそ導入したととなど刀丸関;1\ L，対lYt~J!l 溺千五主11の場合，傾斜も;合

ほかく 0ìlf'(l皮が獄事子で)1t.災佼i'tや~L !i'l、ùk~Uが ;'r った r すなわ jハ 1974+1'- 7 から ]1)] までのIJ1i， j\ij.fjljifiUb

lど浅[ノ ， 1Yúi京で庁、手とアれ~r.: よるとそ ':.wlIln 0, t�3 ton/h乱'{、ab!日 16 ìどっj、 Liこ均:<，土砂l!~')

しかも自{ H �' W,'j .~.正れなのおよそ 2 Hç~に迭し90.2Gmm fJlj皮 ~("(l る o ~!:t-~-'~ "[:fi1千台 11 たりの佼ftl'~~~ふ

rうく、hI~æj"< ~，Lf'，: 

T乱bl日 16。 トラクタ接対抗j退からの流出 JJr>ntと
Th忠告げJiment !oad fro!ll th記 tmctor logging aft'品乳nd t11e contcnrs 01 

organk mattcr 匤 the sedimcnt load j{)I! (Aτlikawa) 

なかった割合に fj}.)] J 砂ùrr， tJjが総:続し止のが特徴である、

O. 
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Fig.9 トラクタ主義材地の期間

降水量と泉主!こiニ齢、愛(兄
)11) 

Theτerm precipitation and 
accumulat剖 sediment load 
from the small basin of trac凶
tor loggîng‘ (Anîkawa) 
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皮が顕著で総伎の@l復)]がおそいので，次!tf.以降もかなりの土砂流出が続いた。すなわら，告書 2 主下院の秋

季までの流出土砂還は O. 5 tonjha (絶乾!ìt)を超え fこ。

土砂流出は降i対条伶 iとよって左rらされるが，兄! 11調査地について期間別の両者の紫力n最;を対応させて示

これによると降雨の多かった搬出当年の7jJ ド合U~'8 月三 l句の期間の流出土Fig.9 である。したのが，

1 時!I'IJ殻ス雨量は 21mm であった。li'ý~まが滋大であった。この期限の 7 n28 日には Ul封最 70mm，

流出土砂は下流lこ流送されけい床をi認め，洪水時において災害を誘発する起問となる場合が多い。一方，

そのmt失jニ Ct.l ?ζ 含まれる有機物還は無視できず》林地の地力低1'1ζ対iびっく。 íJÎj掲の Table 16 の庁11<:: ，

TWRlN とれば流出:1:.砂から少il: JI!I /1\ し，流出土砂量1ζ含有する全有機物量をおよび炭索援を示しである。

。J込j点滴定it80Jで分析した結Jjf~である。 ìfit7Jえによって溶脱されたら，浮遊物として流失する分もあり，ゐ6

険物の会1ft失iíI: 12 kgJha をと廻ることは織かである。

かく乱跡地の自然閥復状況(6) 

問 11TH調査I告でp 伐Il'r完了後 1 6:ト経滋した 19711r; 8 Jj (と，前年各地区別 lと設定していた間定方115区を刻

象lじその自然問復状況与を調査観察した。地表構被ユド!.:rÚJ，表のI:t表煩皮を測定したが1泉は Table 17 のと

おりである。

，かなり回復11}~どしており含議~中皮のかこ才uとよると

クマイザサである。…フケ，地 î':;l箆l支はく乱地にはs 棟地がほとんど見当たらない。とれ

おB:とも !jij"r:の測定似とイj ，窓な差裁が認め縫い。冬季に望書校:・;宋土が発生したにもかかわらず， jニ綴J防王製

性には顕著な変化が認められなかった。とのようなトラクタ築材による林地かく乱の影響lふ短期間に問

後が悶郊であることを示唆している c

{支出後 2"下関の経過観察をi混じてヲ林地の加速的な浸食や荒廃地11~の兆は認められ
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1、able 17. 搬 r':l:!rri2伎と 1 年後における若手潟資ほの械もf:t2がおよび地表Lt、皮I))J:[:絞

じり汀lpanson りf the veget.ation cover degree and the soil h呂rdness on the ground 
surface at the tim日目 。f immedì且tely aft日r .al1d aHer one year of logging in each 
st.udy area 2'HI lI� (Y ok 1正aìchì)

(村11二@る研究〈詳\ 2 村、地のノd，および

[5z 者f'!um 
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12時 1

、も、ヲ

20 , 6 

8.1 

13, 4 

16‘ 8 
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ハ
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22.0 

出3幅 8

133. 

ウ勺
，白、ノ

?.5o 0 

81. } 

こえ勺 に
、';1. ',' 

ll') ，コ
吋、人、J

16, 

0.3 

自之島 5

Studv area 

A. 終 iE かく[;1.，区
Light disturbed area 

B. 111)支かくiSUX
lVI似li.um disturbed area 

C. TI1)乏かく iちL �:{ 
Hea vv disturbed area 

D. YF ;1fi:. i!'ii 
Spnr ro乱d

E. アカマ
く

[~5やク}-f~ijなかった。流1;夫元、総 iと Ì3l 、でも:2旬、 rJ 校qーまで i'~t d~ 土 fi少の[内向Fはなかっ土。ただ?作業滋0)

のり J(îの十ぷ泌が浸食そ受け， やや不安定な1収録lとあった o }'[jtll条H が比絞的良好なお該J;iþ，のような場所で

は， ~\J:オ，の伐採!こより r}1) ↑f十fI古物がぺ，tvlzl， C ~;~j弘;い外観的 fとは1"3:;自ち被Htされるので， JI火事の激じんね立災

\]1.)11 渦五f，.:I:l包のようにH!lJょや三ぇ士Aが燃焼する~)\fJ~ ,:: _Dg~なり ， JjJJ~1'~ユ!と('3 .I;本ttl のl1el\ ff:[{立 jì'jえやすい ο しかし?

P 
¥ 砲のように，孤高r11 J:ill彩で立地条伴も

!ミびく ζ と;土 F{i; 力、 -.";'(1うるつ

伐採'搬出による林地破壊に対する保全策3. 

fLオくのイ父娘より料、対~の 1]<文学院Itk緩や浸食性;と ji!Tl義的怒影響/~.及ぼすのは，L~i3の)j\i; !.Rから 7j> ると，

も， Ji<設計 lとともなうかく:弘iとあるとご考えて:よし、。とくに問題になるのは変 Ilj トラクタ忽材である η 筏カと

この体系イじされた搬出方式は，今後も rtJ.忠、-;::rJ われるであろう。 Llplハ林地保J会7 トか~::-) ~ 

らみて問!泌が多いのて'，Jiff(r}ζ ト分な>îW必:が必霊さであ心 c

また， 竹業;立高Iミミnw友とかfミ閣のiをとくに傾斜 ÞJ わ i 撲の交食ヤtなど与を?主主yì.し 3t;t;~本;的 H:: 立立地条件，

などの滋íl~]期間はさげ， 1Ut:BEのない i宝引が肝心"ごある。ノに担率制で作業する以上;ぉ地沫の破壌はある夜

j主滋けられないので，事会ír0J巳後において必，切な保会的措W~，.がなされゐことがのーどましい、， !Jg H ifT および五!~J

r "、いふ φ 、五Ff
C 'v~}小ノム唱ヨトラクタ作業31Y.iの fv設il'告に多廷のゴ^JrJ.J'を沢 g:ß~C務下させている"}i lîlhi両日夜主tl日とおいても矛

合含作業i訟はできるだけ沢からJ殺すようなw士会が必嬰ゃあり，やむを得ず沢な給関;1Jなければ1よらない坂t

(~'~ζ (j:，伐採;+ごの校条などそ干11m しで率訟にたそ施工、言ることによ Jノ〕土砂のi~tjX;そかな

ができる ν さらに予限定の滋rí しやすい燦Jt包nïi ~こ潟千三iな被告~~江主主会1mえるごと iとよコて〉地表~;~E のう}1&や

抑制すること

jえ:食防止に :[1j奈 Ht{t.つり {;\\5121ζζ れらのことは i;lti ，IJið王立地で---{i15実行し効果をあげている。

f二。災，11ft].与1)iii(主主;子，li自然復[日 jJ主魁\\l\í;-c後協が:fJL人:しそつな場所を対象(，[，

漆())_\ドモu:民有林でおり，五地条件?コ伐 U\条件fj'fiJl E1 凬stJ劦l Jti:i1iUζ近似しvごいる c 土域i，;J: :l)!:長ljQ)火，Ü放 1Mおで

21夜で， 71-~被援の保協と lt!/iえし沈下 l玄法 lこにゥて， ìfiul:UJi;!、対

砂f点検 tからなり p 浸食住jilむ絞的 JhJい ο この試験処慾は Table 18 iCぶしたが，

〈アカマツ)の全面散命と



- 20- 林系試験滋研究報告 気.~ 286 号

'fabl正; 18. 被援&ilJmによる佼食ß}j jL効果についての試験(トラクタ
Exam絜ation on effect of eros卲n control with some covering t引税ttrnent in the 
logging OVCl" land by tractor 平笠(Hirakasa)

A 

B 

C 

選定 処 ;理E E x]Je rirnen tal 工r巴atme立E

アカマツ樹校による地表全面被覆工
Covering work of the wholeι:round surface w.ith Akamatsll (Plnus 
densijlora) braDches and twigsも

主主客t~主 Coveríng volume : 1. 6守 kg/m2 (気乾 Air dry welghど)

4文京(え~チ γ~_.- l~.:oグラス〉の;たあち工
S自己dîng ¥'iOrk of whole ground surface w劦:h orch社rd grass seed , 

Standing crop in the autumn : 0, 65 kg!m2 (封殺 -~i .A.ir 

11帥ï}，J苧 o\n地〉
NOl1回treatment (bare land) 

(1971) 
Jul. I¥ug. '3epL Oct. 
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bran山田2nd hv� ngs __ """---""" 
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… 0....... …ヰ白山 V 日叩 Jc 円 tr0 ô. 1 ァlent I 

ﾟ 1.2 \0什，/rì 2..

ぶて./ー必明一ふ--.J.件 γ-':;::"~-::'::'--~:;'~敬一部

7;由主ー__.--'J(--曲一一十一一
I 6 ! 13 3Cjl -7 4 
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Fig ‘ 10 勾引の降水jg- と各試験反からのlÆJm流出土砂鼠〈平惣)

1守1c pred]Jitation during th巴 ten day日 and accumubted sediment 10乳d from 
〈三配h experimental plot. (Hirakasえ)
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凡ι叫iじ:hí手戸桁え必援ü設{jが〉予5殺べ;にこ十b加)1川l日1 主わ}勺たとみ;らJ 

6 iX と，試験[誌のぷ((，ふ然知;ぷ民 2[メ

みる仁対象j吃 l立、ラクタ!人材にもよ:,) ~4-[S.(D J:t1~， -Î;;1t;%~lfT:] {;t 15 悦と

しておj3(J、 6 かn む 3hjl江IJふ1'v J4!~ i1[ h~お依;とある n 什H1!JUJ i 日J は境完了後、心 197FI三 6 )Jから

りでυfコ，)とらのお\1UJ ， Fig， 10 および Fì討 llcコと

しっあふ， !仁司 会処淑 2lxn':] ♂〉仏UllJ11如何しがなÙ" ~~) t.: 0) -~C ~2 

4コ l 巳 2 tonjha 白4
1
 

、

pv 
!日土砂訟は》1~T+山:iの十ほぐ\，，-とよ 's ，~:宝

してし、')およそ 10 依の 1 1， 5 tonjha こ )~'i し，、必お泌 l'lt12 (: fふiこ ~Hi， i!i 7~i: (，、 c

;ーし もつ 1 か ')j/. ぐら'.，-- !の jお立，tVî'kt 0) 9iちゾjぞイ、(ノコ jl;~fi;読了ヌシ士Aすると多 心i

サ!ぶこ弔ァレド 4 勺Í)1J，rj!.(ζI互会i づ〉なためぷ>-:た散布 iぎよりいくらか i:U 二t:ft)rえが+;いっ j;1i.fill � :~;~ !こは [SIね

k: 夜 f~r~ がなかっ l::(!)T'f(it(~， ['ý! ，;ζ対 τ した ο}科すれ E{(/) ü~r j，J21rEであへたが》 ゃい f川王(ノ)i~lfì'i ま

たえf5} そ，{-し校三五ばはお年秋、よ ~r; ~(，校fえにしていた Y)J マツ村はお，;~ ,': 1/3 ぷに f容に

f乙 pはそも))主、上;む 'l&_1-~f~i誌の {2f純手;'f)~ L" 松宅、訟の主~;[J~V}践においても従慌の効県はそればど減ず，

、t. 1ノ対 I [I!(こ J主Jじ
1 --I-:-~、 1..γ、;-.-、"'é. 
.._./ f C'-" i.! ' ，~示、ノド :':"" 自然t'rltfï が r;h 今 ;ζi人i 出没入手合法1./1::ι

る校}災民~l:~ したがきまj させたの-7'~;沈 l:L~.:L:!iナ与をで-l-'Irln;!j è'~; れた， 1女平以降

るこユがむきた川、町~~~'て ~:t 1王丸、能仁三、"処守、か

いるが，災JI! とより僚主よな )j:えでもた効がといωし、二三:;:~fJl

林野放牧による地j家かく苦しの影響と林地の保全策l立

放牧終胤林聖子におけ

言語合と佼fitiiß/CI ふたちl~

女約してv 下るじ 、 1 去、 IJiJilii 立，1J;!l (ノ C主己 iノピ、 (Í.)~:f)i二し .i[ll

i長で， cLJ液却には広いド忠がJノご設しでぶつ、 手I]!U のため三VI:f'iとあるじこのためÆi ，)士;100 {!ふ」ト

， 1.1央子iう斗ら
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にわた rコて牛馬の放牧が紋続されてきた。謝波地ば iβ主義営林局官54営林署管内の淘有林の'8ìSで，放牧共

用林野として潔夜も地元民が継続利用している c すなわち，俗年 5 月から 10月まで， 約 5， 000 ha の林野

;ζ 開o l.Ü~前後の肉牛 (H ;，~)!弓 iI] H\) が，粗放な定滋)jÂで放牧されている。

気象条件は少雪~f)::;令で冬季偏西l誌が強いことが特徴であって， Tablc 19 iと示したように， 196ヲ~1971

{f.の期間の気象観測結采lお このことを哀づけている。冬季~Ln左上部の風街 tìû然林地の:ft{rf:守深は，通'J'言

。‘ 1 ，， 0叫 2 m ~と過言子ず，厳冬季には表土が O.5m 以上もコンクリート状に凍結する。地形vj: rüI良部が、向上i

であるのに対しp けい Î51よ著しく刻まれている。 j由貿は li 生:!OOiと潟する市ii板主:':1~磁~:iで断jF善が多心土壌

はこれらの風化物が F{iJ5~と，上部に火IIJ))< が 30".~50 cm 被覆レている。

Table 19. 部主主 t也の気候オペ

Cl�atic table ill the study area 岩泉 (hv品lzuml)

ゐつ 3 4 5 6 

-551 -5.5 ~4. 6 7師。 16.0 18.8 

lL3 -11 勾 4 -10.6 可 2.3 5, 5 9、令。!::"

-8‘ 5 -8.5 -7同 6 2, 4 10.8 14 蜘 2

* 10.5 9.5 6.0 七 7 I * 

* P宇 4えー 告争 43ャ。 70. ，コ

7 8 。 10 12 

21. 3 22.4 17.2 11 ‘ 2 パ6.4 -1.3 

13.4 14 , 8 9吃 7 3 ' -0、a 口r -7.3 

17.4 18.6 13.5 7.3 3‘。 "'4.3 

4.4 6.6 ~). 7 6.5 5. 7 6.5 

守0.0 140.0 62.0 87.5 ! 49，日 呂7.5

(1) 観測期間 Observed duration : Hl6告 ~197L
(2) 握li ilUJ 主tIl AZ Observed po匤t ; 'fiT， ;!)L岩泉町一杯謀議 Ippaímofl. Iwaizumi T" Iwate P. 
(3) *欠 m1J Lacki明治 observation data. 
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1、ypical dCl1udcd ]迅nd in lwaizum� grazing forest (longitudinal section). 
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1抗告tribut i.orl on each area size of the denuded 1and ふii<:!i{ (Iwa坥11l11i) 
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採Ifi，~(:i: 700-~ 1, 100 rn で， :11!反í)i'f t仰とはブナ_.....ミズブラの天然/γ材、が主体をない t.L l波[: :゚lj'" -1ft部 iとは

ミヤマハンノキはどの低水抜や乙れらの点fピずるシノすJliïJjjiダケカンノてを:1:0 とする J]三主主総10Mふ ノイパラ，

が発迷している。斜 öîJ::.(~)の成街IiiÎ となる総立コト:j訟には，俊:創出が多数分布している。この典型的な状況

しだ館íifrのゐつでこの場所は固定調王在地として，を， Figo 12 (C5Jょしたカむ

ある。

とのふH\E地内 iζ分布する役;食f也〈いその大き〈叫lJiと区分 IJ たのが 'fable 20 である。 1 かÑrの大きさが

五走大 1:~ ha ;と iどするものもあ

L また， Jr~辺 1;(てJì'Lどと移行坊や自然はなく風水lと主る佼食なので，節目iJのNóJgUill7J1 li担i然としたものて7は

12[[日よI!!.;òl入り混じって存在グる。このμP食Cù j[;殺はliJíí犬タイプのものが大半をおめるがなかには滋 i5 幅と

も数nl~とよもする待状タイプもみられる η 泊目 ijの侵食地の自然立地条件を調べて3 各条約ーごとに集計したの

が Fig.13 ヤある。これによると会校長i語別では 1 ， 00むr~ l， 200 rn の戦前!こ， ;j;'f fiJiの位置別では上部lこ， i 自

被}'!iJ iとは自然:挙地(シパ) (じ方i泣!fjlj ，とは南西部lこ，傾斜j~llJ には 21'-~35V の絡fmìζ侵食地の数が主義中して

したに過ぎずe 荒廃地の主主rf]l~のおし、立1む条件をも

Table 21. 荒廃i$\ と {O組長長繋留との相関係数および多変色;解析法によるスコア
Correlation coef五cient between environmental factors and rat� of denud日d area 

and these score by the multivariate 昌n呂lysis 語系 (IwaizumJ)

いるっこの給泉は，

スコ γ

Score 
重き凶とカテゴリー

F乱ctor and c乱tegory

。首 000

0.231 
0.980 
L 047 

1
2
η
0
4
 Ope11 

0.306 

0.000 
0.591 
o 642 
0.642 
0.757 

，、 700m

7C正)へ 800111
800.~. 900m 
900八-1 ， 00 つ 111

1, OOO.~ 

1
2
3
4
5
 

O. l�'? 
、m :.~~，( 
1;-'1" )ro-J.j 

El日vaüon
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い
。
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傾斜角
Inclination angle 

1
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斜頭上;OJ位滋
Parts of slope 

-
A

勺
A
A
りi
u
A士

(1) 調査区数 Number of study p10t : 296. 
(2) 交路I${はつぎのように区分した〉

The ratio denuded area d咩ided in� fjve dass as follow : 
③ 3ü%~'以上告) 15~30% ③ 5.-..-15男5 @ ü~5% (�) 0% 
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つ .~~j針;立必ずしも{三食fよ九ítJ~t カ~'，')-;し'; .}~'. [，J し干し\ j\itt 、 ο

(2) 

:日会 :3001況の JiJ引と前Hノどの i、うは .úJむゑ判長も-:di))J'i !J斗):fι 三けや g 1;、か i:L 二制ヂるナザ

i ノ) ~~}:: r:t"J等兵からと対立)~\tjliL't.~!セl'を rdfJC: とり予全性条イ'j 5]ij 3 '-S 7J ノム J' 11 ，.~に分:シ ':Pi~ 泌);，fK ノ

ifJ (1)棟1111 lIü積じり r~~i符ヰウか外I/JJM仁L する多認証ft~~jf(:析な行った(_， }iだ料品目 (:;'05bUJ二)， 4 (l fi~ 305b) , 

3 (5.' ， 1~);Ú)" 2 (+れ<) ;:ら)， 1 (() 5'ち〉と :ï 区分 L え__，)どの ;:)'j_.~t';LM点、， Tabie 21 ()とおり

、ι そf，(F6/;_~?3k[a とと iζ カうーん 1 り合同 Jζ1子えた似ifl 〈スコア)から川沿石市 L

こどよるとす、のイJなし、、どJ立きなれ 1;fS .) .;とり

トt.Jﾛ¥)i; (i'J;こ治安のない主長 iもし νて〈ことそ~'Ì\I!長し ζ いと ο ついていイd，{をみミしたが、 H1J:)i文政

‘[ね PT{ 0 、ア/戸主7す:し予どはその九Hl>(の平均将1 ど J ~::， ではf~，jffi (1)地!メより

肝心の浴のけのjjt~慢がJziW， されていえCい、 日該形式における以伎は

う;け[[放な式刊沿って令汁刊にどのl~JI:;~ のは'Iizn: がコって{ィ、るか事 7こ汗にjE1Pi{すぷ

r p 、，、
ινυ 

ゴ"11認i}~~i'とのノマより求めた c

L )"、
… '"ゾ ι トけ

, JJí，ィ可虫が F{jえで 1./ ぃ(~いる!~志台あと。 [..;1]--;' 1 司氏枚以 11'111i' (i)笈行動何とや牧L14のなどか

おむねの之 LQ) J!i江 !~iiIIíが J~:~~rの 11、 J!、三;三ヤえしていると己がわかっブご cζ のょっ/:;， Ji~~ jVτfふ

あるiJ然どら才L る fJ!' ~ 民 O):L な;号以!lぷ d、いシパ主主iぼである c 汚 7支民ど

日7Jがj背力とな τ えし、、，'.;， ""_ - ._-:-
/，，:cご" ，え j フ

?え rミグ〉ザ正!とはよ殺( 3 ) 

り:かえされ，にチシマポサお!U でおっア乙と二与えら o このあと 3 弧!交に伐採され，火入と紋牧;が

ササが急速にむし，減次 γノ吋斗:};{jムレたとみ、られる1.3) 。 十:j{i保全!ふかム見たり

亡、す 7ら N:社告する父伐JittìliÎji:t .f;! , 

ン， /~ ~立小リより

たものと 1ftて fれ刊に桜丸化してい生命/):;;と、た的みつけによ
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Table 22, 凶;主杭法による札i~，被J引の表去の移動泌 (mm)
Removed depth of surface soil on each ground cover wh兤h m巴乳sured

by th巴 fixed stak巴 meth(凶 器泉 (lwaízumi)

観測沼市l
Observ邑d duration 

j_ 9己 3 "J  1969 

1969 へß 1970 

1970 -'" 1971 

平 均 M関口

(1)災特{jは -'jzt''l総 iiうに 5%の*-散で"f'JJ怠業のある ζ とをフJ\す。
Means w咜h the same letter superscript are not statistkally d�ferent from other at the 0, 05 level 
of signiiícance , 

(2) 地表傾斜角 Incllnation angle of groun品開rface : 15 ..._， 17ぺ

:えï 立Direction : W. 

察される。

駁地の観察結呆から， Fig. 14 のモデルのように，傾斜地には小階没状，平日地にはHfI~rK9コ棟地:ぷノ!診 h\と

され，これらが冬J3主の潟村，凍，.ーによって徐々に出溶していくよう vである。立木の少ない風街留では， �J 

述のように風食に対する抵抗力がD~jいので， i;金 i1北によって採地が拡大する。しかし， 危険地形であっても

有林地が少なしたとえ交官ぎによって玲ニした棟地でも;容易にか、大しない。シパが消滅し孔状iこ線地イ七し

fこ場所‘の土壌の凍結融解による表ごi二の移動滋象 (Soil五uxion) ;とよ きく 3 かFfr

の[認定杭Jj~による ìt託制結果では，毎年 5"J25 cm 1えま:がJl)l務するととがわかった。

よっても促進されているロシノモI:J-tilの破壊の持;;絡は夜 :fïi のひづ

めによる動ィ可愛によるが，ジパ自体の健康度にもかなり関係している。すなわち，シパが3tj商才Ljfi (Rhi帥

zocto珂ía solan.i KiîHめにおかされ，斑状iこ約死している部分は， 桜系!誌等導力が2討し、 t，こめ地床がíil主壊され

やすい。このこと ら 22)により 3 桜子!己中部穏1波紋牧地のぷi資事 1:1Ú の'1'1-しすでに指摘されている。

Table 22 lt , ~九:五縄返地内に桜花; (佼食地)， }:I::[泡(シパ生地)， 林地 0)代表:也を19

んで， 悶íË杭jおとよヮて表::1.:， 0)移動深与を泌JíËした主主主長である。 これによると p 様Jむの年忠平均主主矢深 l立

4. 合 mm なのに会j い林J:t!lのそれは Llmm iと過ぎない。なお，地表が 5ノパで全面が覆われている場合

でも 1iれた侵食が発途-9ることが認められた。 ζれは!二部斜面が家資の泌圧により没透能が若、しく低下した

ため，

p-n:ì, 

を形成して流下した結果発:t したものと.'0えられる。しかし，羽子科自にお

ためかこのような現象は全く認められない。

2. 放牧実験林地における調重量

( 1 ) 認資:fjjJ，と言語 j~ソf法

前述の，ilJ主主 i也のように， :k1lij績の場所へ多頭数、放牧したiiJ合 fじ家三??の彩てぞによる佼泌が発生したとし

ても茨i設?の行玄)jとの imf.接的な関連tt:を具体的に究rY3することは悶雑である。こ る目的で尖t色

した姫 j申実験牧場での約交結栄についてJ&ベる。誠主主I告の t\[{副主，岩手県岩子tn; 卜A山村封印11岳(i，ll_; r~1司営林

で予知神 [I[策;方の中段，標高 700"~900 m の潟地にある c 年間降水域lおよそ 1 ， 200 mm, 

らなっている。 植生は _L~(前はjム葉桜天然生林であった



林地のノト:およびーとl駒栄公機憶に ij:]する研究 052 ぬ) (キり i 、。 お店主〉 日 27

が， ):\;\及'Jま1....れぞ~.t針立しカラマツ :!)1締法 (2 -、， 3 年三jJ されている。実験牧場の全対積:お およそ 400

ha であって 9

青森EIA~ ト+:Jj，j!，陸沖内JJl] f}:.!~t: iIì!均成:)ミIf;飢え j滋じっ 1{1j)J{と手G~(t ..JべJ牧民 U.) r~'_1 から 2 放(t~ t:< (斉':44Jcほと第 12校

区)を]淀んで ~~>i苓 ø放牧による以泊先伎の状況と，林地主C;;三百伝の変必の10)支''l:A!:mペ jこ(， WliJ'JJ{iJ.1tì:~枚以とも dl

緩の長大な斜面r乙 問料fJ:H立 5， ，.<)5 0 である。 jt，絞 lYJi[t~{えの少ないお\lJr:であるがp 牧区内i:i:rttれる小れそそ

中心1C佼食が徐々に: (ilj fj' レごいるか!f{牧1J50Øfiを 若手とする多劇JJ丈牧マヲ沖、肉ドJ食の消絞状況，~:-判断

[ノ， &fjjk] 2 ".-3 [:!輪撚末lJJなされてし 1 る" {!j:坪の IHUえは 5 n 1'[.'J勾で開放は llfJ L十l匂であり，冬Jk!lrMj L:t )j;_;:ht! ~ご

2ihûし、ち才しごいる〈

iJ!ij蕊íillJ牧民とら〉総資Rらには治:牧後 3 か与を経渇した設がJでみった。 jオdili保全 iバJ泳のぷjjまとレじ地I)~

I波J袋と佼会状況は Lìne interceptiou jt)二日i広告ì:iJ:dC J り， 没j造能iWJJとは係長 f ÝIJ:\については Rocky

Mo\ユntain jl;ij'X:ュふil'/è?、 民対)_JJtとついてはか'htsgrave JWH 筒渋涜討をYfj し、たりあわせて， J:)'iQ ~írnE伎

とL域l!tfi度予 JHi，liI('L， i議 zktL，五二宅京;誌など)について政牧f;x花、比絞 Zlil~ 主主した"なお， 1土枚 iぎは放牧

以内かi)iずつ， λ/Jf;:1ノi~ (LfJiWi 100 〆200mりに政;.jてされているの

(2 > 授:ìj~つほおよびょ」議!i免 F\]'!'I'.の化

Table 2:3 rま， 'iê :l:EU出 (O.v5Ç ) と傾斜地 (20へ 25') ]!!]t己 防止;J;， J、口三〈吟?の1J>fÛj状況によってほ分し

没送能安測定した総議でおる。とれ.(，こ上ると.，三F:\lゅん傾斜地とも禁:汝ぽにくらぐと放牧じ{:J.コ ìH悩':Í\I\t !J' 悲

しく小さいっとくに，放牧 lズ内 ~C小規模に法成した人工C[j:忠 (*)j: ;1:0) や家訟の( j 動ひん広0) 'rÞ~~Jv 、/こまり以

atÆl地〉や道路 CLi'3見〉のイJl Iごは ~:)Ii 留であって》 議作、夜の 1/1りにも泌Tこないっ/にLú'l tÙl のと:;;滋 f{lg低下

すable 23 放牧による;公滋殺の変

i二hange of infiJtration capacity by th日 gr旦zing 見5料 (Hímekami)
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1、;:tbJe 24，放校 3 かと)'ゑにおける

CompaTﾍ.son of U18 soil propert兤s on the 

話/;1 三宅E j也

InvE、stigated i¥rea 

一日一一一一

然百円、地
0υ勺(、d 368 i 71. e i 71 馬 A

grass lr-l_nd 210 v て) 8~3勺 i、o ?2,;) ! !γ 1.、rJJ 

E休}ed 息地 362 i 
ground 6~ ~j8 (J i 自 4 ， 6 : i園」、 O.C咽l 

yメ十fザ山'rail 14E1 a ? 7/~4 ! 
f、つ 1 只 ι~) 0.''-: , 1 : 

iJ 2己 :3~006 ! 6i 。 71 ,) 

なL :!;[J 
I.l70 : , 7H 1 放 牧 r N'atural "~r醐凶 7()~ 9 吋 4 ハ

ど 1. '.) 

azcdλJili 
114 A.rt�JiciaI grass land コ6 73 , 9 i /L a 

の:主な!京国は，く機による造成，刈取，施!じはどによる転 i+ と家お0.) fr，i Eヒ 6>~f:::Þ的 iと加わった ζ と

よると:イ;ぇられる〉

Table 24 \ま禁牧区と jじ絞しながら数枚区の土壌物館J住宅1:-&問ベた総ぷである。 これによると各~IÇ:T とも

に，表;民 (0" ，5 cm) の万がト:Æii (20'~25 c泣けにくらべて， 放の彩管ÌJ~:;:にきい c とくに、休息j?tV， ~\J牛

澄74 どの特定主tt，は，放牧IR"Ê!;仰とくらヘて駁選:である o ;}~(i枚!乏に対比して?放牧|玄([当然ャr山色)の表践の

EHt;皮は17%少分散~~ù'395ぢ増大 IJ，非:己主ì'JUiぷ丞~i.3096，透Jj\'fiJ泳三78俗減少している。ま/ニ， ド!訴の!と

総f芝 ti. 1396 ， し， ;1二五管子ゑ訟は 2 %) :ìJ1Jj(伎は6396減少してし、心。

乙れを休息地やL十二道などの特定的;と限定すると，よ:記の設はさりに火、矢く f;[ っていぷ c このことは u系

波:交の測定結j技会みても l万らかである。 L.tR{~l!皮がおまるということは，一般的にみてニiニ様、が潔綴イむし，

したと方えてよい。 波状i副主務牧ばにくらべて地表がり;らかに縦イt; してしをる ι とがわかる

が，{ふ 8)jむ"\)ム;ニillにおいてそれがi没者である。

なお t }Jfj {こ1]'_たわたくしたちのぷi資料1 弁!.5.i4) 3'2) や Ad:i]におけ引 J HONSTONJベ OR){30 らの千日告によって

も ， J'r<4幻とより去一十習の物館Eとがたふ:し，三fz司包が涼しく低下 j る ι とを Jがめられているのとのよっな fl'})だ

はいうまでもなし京市のなi庄の影響力ョ主たる涼凶こ:'i!jえられるが，放牧:!，>(J或 j;J においても家言14の f:YilltJ ひ

んEZの弘、!f:ilhl， ;]<1次~~ii'~休息絶tZどでその ttJ引cl とりと iii~;J' < JJ~:~)ti，，~[いる υ



林、~，t 土授の紛れ LI の]く:

科医J了/にじよびゴ会定常乙 I!司下る iiJH\'， ( 2 

10τ色"t land at t11τee 'yc,ar a:f t 臼r pa己turage (J:1imekam�) 

ハU 

り>\ (; 、，、e 
/ 'ヲ‘、 \<1, 4可 ヲAく、j 汁

2 6 屯 ろdyB5
ヲ

I ひ， , F 、

J6, ~ ';、 0〆， 令、J、、, 1 l 

ん t ， A 14. 、〆; 、

〆"、 3 トリ!、

77. :7 69, :~. ♂ノ b、 () li3, 'i � J 1f~、、 29, � 

ι \3 ペ ) 〆九 f 。 リ州 :ょ心、 b 

(8。 ベ 1 ‘ヲ J内"ぜ〆dノ, J ハV 昔ハ、J .(\、。 ι3 も τ 34 ‘勺 23.9 

( :3) 知と的地しつf三氏

7ぎ:ぞ行 m1J ひん!交の;nït/ ~\ J詰Y:9T :~;t ~日会保むずる。

郊の平#}~\l~ l-乙多くなっマ:いと。そのJl;終に

ついてみぞとヲ仁川こ小:[);~のもの

3 ぞれが発 'Jl2 寄与した状態υJ も υ川堵

し.. () �;''!. il� --F rW;の -r:..\λ1)t'[üf}ζlふ 交わJ\OHと

上 )1;i)しも 0)が Jê3:ti する ν このあと， j;Utli 

[~';~ljゃ i二 ;;[S 仏).'-{ザi 乙王子iJ君 でし こが1i~:

iとのふれど， ，寺~_dうりいぷキ

n す引っ

山~ ~):T ~世5ち，~t:Ç) 多少[ふ別表ちt

可パヌがあるごとがわか~:;， ... ,1 .. ::: c; .Fi誌、

15 はい:台 ~l発プ)-.旬、九日江ろ::， 2 Jτ; 

ごとに区分した傾斜丸ごとに示したものさ

ある 3 すなわ仏予告，[tひん i:fT?i21 ヘノ25%に

ブ 、令ヘ主í")'ý'市 1ご円れ叫円/ 、一 、:;，.. -;':< 
tふむに u士川~' .. 叩(i-'~j j~ ~ノ，:í J>tコ\、づ'， 1"，'" C ,_) ~ 

26 i)t)特定さえる 2 主主:l:t1 L て7096 となり， 怒ら

V:.3096刀或え心\: 100(?6 iとづく I凶作了ジド

L, コいでト

d11 
仁7ζ〉戸

線地主卒、

。

J

30 ιG らけ

;tJ. 淡路j，q， q゚ (0) 

1門clínation 品n自!E'

Flg. 15 汝tiJ~りとおけるよ色表-"fØlf4jij ど小
(持~l 宇;、〉

Rdati心n 01' inclil1atio抗日ngle to area ratio 乳nd

frequency i)f bare .1日nd � th母 grazll1g lan(l 
(IJir;le.kami) 
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は0~-200では 296に泌たないが， 21' 、 250で 10労iii くとなり‘ 26~~30' では2096と高くなり， 31~350-では

40%, 360を越えると50%内外に議することがわかる。

調査 2 牧民とも，会ffÜf主応対するとのような棟地の，lj-下f間続本;23 いまのと ζ ろ 396を越えないのこれ

らの裸士tjJ，(;t ý!~在室するととによってすべて荒廃峻lこ移行するとは限らないようである。一定取締休牧;すると

とによってかなりの部分によill成総生が侵入し，また，カラマツ議楽によって被害塁されている。当該地で侵

食が設も;加速的に進行しているおJ分は，小沢のJtð)!}である。すなわち，牧区内の小沢は家苦ぎのんえ飲場止な

り，その行動の擦にけい淳が破壊され拡大していく。 また，傾斜;方向の入資のitli絡は国絡し;出丞能が勾去し

く低いため，降雨の際 lと水食道 (Erosioll pavem巴ロの になっているととも無視で、きない。なおも~該地

のと壌は為憾に笈み湿気校舎 j温;)<f!l:.のわるいも11王室十、のだめに，湿潤!l寺の放牧は/休司)J紋壌に&1ます影響が大

会いように観察された。

3内 放牧による林士也被壌に対する保全策

J材、里子は 3'i(議~:L j!:f:tのために鈎彩|の供給滋となり 2 また9 14:牧;によって雑低フに鎖の繁茂が街刊日されるため

に，総裁木のこと育3と好影響をあたえる。しかしフ L記のよう;と沖地に少なからぬ怒影幸子をあたえることも

百をかである。放牧による林地の荒廃を防止する松本民!な対策iふ利用地の選択と適正な放牧管銀{にあると

いっても過 i.':'1 でない。岩j1~放牧共J ロ l*ffi別立，きわめて釈放な形態の来IJJij方式であって，今後このように立

した過度手IJ!tl はなされないと考えられるがp 怒影響を究明ずる iニで参考になる。

林野放牧に女hr る具体的な保全主主として， と a己の部査結果からつぎのことが考えられる。まずb 気象条

件や iニ主U!条件からみて波淡危険度のfゐい地域には家畜を入れないことである。すなわち，流域全体として

袋i認のひん!立が尚かったり，れや侵食の先生しやすい場所はあらかじめ事IJ潟地から I注外すべきであ

る。全域として利用可能とみられでも，持部的なf[i:[没j也氏3 たとえば佼食ふrlやすい潟海伎の風街lITiゃilfj

洛しやすいお政などが干ヂィえする場合iとは，家資の侵入を排徐ずるよう牧織を設置ずる必要がある。

つぎに，利用地はできるだけ緩傾斜地を主体とすべきである。傾斜がf号、なほど家資の行動による係地化

が巡演しやすく， ;jく食や崩壊のfß2食f:Ç[が高まる υ 急傾斜地は家王子も敬遠するが予斜[均一 L1515の高台が休息地

になる場合が多しその続協となる急傾斜古li ;6>Jïí主壊される。 Þf~神災験牧場での誠まをの結果のように，地表

傾斜jIj 20~250 を秘すと急織に線地発生ひんN.や*!1I;'{j;ネが r%bまコているととからみて，この fl浪の 200 を

チェックポイントとして会それ以 Fの場所の王1])注!にとどめたい。

つぎに，上流水源地帯安利用地から除く ζ とがのぞましい。 ;X Jjj(7J'ん議ならびに荒廃i均I上のためには，

流域のよ流:1仇何年林土撲を良好な状態に保っておくことが肝裟である。けし、流沿いは*1tfが水飲みなどの

ため行動ひん皮iß7iるまるのでョけい洋崩壊など起しやすい。上ðfuxiW地riZ-とは異体的iCi夫め丈lH 、が， M!II 

勾況の主要なき互移点からの i一郎，または，その付況の合流点より J:.ふTの繋;氷上試をさすと考えてよい。

滋牧村、方式により，三透~~;~.，の j足並業林分lC~'定期間家~~~"導入する場合には，それほど土地条件に怒影響ぞ

あたえない。とれば !lHíd路間が比較的'総t[，~なととにもよるが3 し， ~ネ札]を直後保護し

ている効果は見のがせない。 ほば家斎本郊に!Jiい形態で林野;を利m ずる場企には J jFM~材、化ずるので林地保

護の効用がうすれるつこのような場合&(~む沢沿いの 11)]部や i i] J支感街活Jiとは問状，C森林を残彰ずべきであ

るつ

放牧利用中の問題として林地保全 Uì fJすべき.{\~丸裸i't!J，発生である。地床j也物や務葉地被物などの地

るうちは侵食は発生し封。いが~ ，f木皆、Jlli-¥" 7Jく飲j見などの家畜のたまり場lどはほとん
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ど波地{じ iノている。次官りたまりふjO) 二と1 え叉;良性はかなりぬまって，わり， と fJ {:) 0 v__~ コ臼3

u やすとして，?!長主ill4くが 39dナ越えるような場予?には， どのJ普段会議ずる必要が

あるひ また， 佼食が加 j2i~行; LJJ< 会i，~i などが発速した場fけと iむ その-{tj_ l Fì!'と多く

る。し t: がゥて，発生したt31Uti!にはできる氏、，:.'-5'j)(迩苓排除し，牧ぐ去のj番採などにより早期絞化をはかる

必裂があるむ

lV 林野火災による地床か〈乱の影響と林地のf系金策

大綴模被災事例の翻変

( 1 ) i泌を地とあB安土

三Ll L 地ブ了の太、ドi'f'.F手 (W!iと iふ くから林野火災の発g:C~ A/ J0~ 1/'i ï%' く，カγ.~)1 その被災妓絞ち大きいりこ

れは l二の地!万がてÍ'苧tこブェン ~gl!L[@~そとも 7正う特 '1さの絡線気象条純一lとおかれる機会が多いことによる n 活き

にわたくした ι は骨 1961 0，':0) 総事に三kl~沿岸に大JMがV~ 1，こ発 !::tず い林聖子火災

によると壌伎食や地刀低下?~， lv.， ~まず彰.~Wû) :)ぇ繋や IUJ らかにした制本級会ではがたな被災地や対象ì' (，~よ

り詳細なお骨堂矧， iWJ 'ii: fí" っ fι 。

-_{'j' ずふと!ヒ1\1\ (})久怒市， }(!!ff;: ，j およO' ILI淀川 f にま土:がるよ白域で， :1153ょ

irul資はおよそ4，500 h誌である。当該地域は北1:. 111 砲の Jtj JZlfi[Çで，様 lí;iî 3S(} "700 m の起伏の少ない地Jt;

である。地質 l式市ソ l二貯17;、らなり，九文芸(iÎ!IO) I !J1il2荒路ヰ5.( ::t 1:L 11支均 1lXい '}i 人l:: Lノ士 ll~j滋であ勺た。 F本村?としては

アカマツやコナラ，々リなとをミヒ{ノtとする天f人!t休が多く，もま fこ J :f'rýtfHこアカマツ，カラマツ~ 7.... ~ド lj~ ど

のえlt林地がぶだ 1.J"(いたの

{:l:!:Jくは d りit:::十j(大町村の 2 かïíJi で?いずれも 1969!;~i三ら 6 U である、当日の気象は滋íh淑j交 9 彰司!将 1111

mtl，浅 20 m!s という g~';~誌な乾燥，強風条竹下にあ~:)た。 jHJ，元の民主主f自のぷによ之〉と人は s~tLt~\どあおられ

まにたくIliJiこ W;大し，火勢が強まるにつれてっさずっき、~'(~ }-f記火し， "U武 lnトiJìζ沿って]Rから郊にfi: YrJJt:tたが

なして銭協し， 5 )j 10 H t'i1ま Lサ:生え続けた。被災 ïrI後の_;l~1~らを観訴さしたが;fiEでは，一}ì役 '(J な:5nメtt傾向とし

て風?苦rHXf~の外的í が強度 lと悦予 f叩li ヰ:qおからド%にかけて絞徽とな""ている。まわ

沿いにj!1iみ，以後l;fU~ιì) djljむにはい上ったところもあった。

伐1~1{:跡地は残存校条が;多く，かつ，伸容物も 0)なかったため， じんであ~) /.こ。 アカマ

ツの必fif:f(立 JI~火主st議の i坊となり，挙iill りや~一斉法林憾でこの滋絡がi滋手?に見られたの し~

L"てど並紋 ~/:J ~C -tli\j-)[心に，が iヨについたが-:/ .:C ン jIil怒にもとづく強iili\，ドのため ， MJiふ斡， l'l~ょ;の一九"ßi>を iî~J わ

れ滋然として燃焼しているつ火災のザーケ n:J には;tj.ì&wt~!t勾が.Jif:\ '-C~くて[トi おくまい 1: り，スモ y グが;友会議い

も 1資くな τ たユ h!J.元1(1立主 n の絞干るそ茨-;~{~~している ο

，J，'J ユi苛河口立 Fig" 16 ìと/三したようにs ILI形付〔久滋!J~J^þj(.!黙殺 IJす[浅平)村:)被災地…!っとし， ~f!i!.!i材、泊目!]Iこ

被!;~稼皮 Q)i});_~ J.よるilIil張反をすable 25 の4; うに)jí;んだc jjむ次郎およびュぶことの協燃状況

lと 1丸山、そをおいて，激じん， i!丞 i放の段階;口説話的 i三%となした。 11'(1をさご :)fS 1 @[と L ， J?J 

後 l カ ι"t"の .!iìl i 'iIJおおむ .j;， 1 か月お告としたの

:iW，j 去を内海は，被PZ[玄分見ij の各区において~ j~li!11長!t;J残存議と i 壊の燃焼量、浪士完Uitお J、

{七， J由設の段?似たおよびÌi\E!b :l必〉ゑ， どである。 ι れらの;ûi1去に際しでは，

_L , ，t l 亨 ドω ::l {念品!'v: iH'll~安ユったのそしてF ;受，@ÌJlれとは 1 Li Ýtfl ;j\lriij没滋討をJnい，佼食jなは E否定抗i去によ
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F�g. 16 196苦々♂の dl火事:により被災した地域と羽交地の位潔

The damaged 託rea by the forest fír 日 in 1969 and the studied sitεS. 

1、able 25. 1969年の山火ーが iとより被災した必ji創出の u然概i 日 i

The natural condltion ()f study ar凶s， which damaged by 1:he forest fire in 1959 
1I1形 (Y丘magata)

結J， 区
A刊誌
No阻

(M, 

A'll(L. l3.)判 66CJ ssw 

Cωf (H. l3.)判 、円〆 V円円V 53 九司J

CTI(M. B.) 55ハu 3SW 

C-ill(L , IL) 550 ssw 

~.)60 NNE 

Gi J 3nyi記fiXi iつ、 今

l3平乳i設a7nEc5t 29 

N 
九日

Balance 
J/ 

30 Ha.lance 
'ノ

イ切ミ !、1
τコ 1， 11， 山".、

l3lロ(<1) i 1/ 

BlD(d) 1 N 

Bl�(d) I 11 

B1D(d) : N 

Cut愉ü^-:，re:r

land 

1/ 

5 

「
、J

8 

法1 十主徴Light bumed (L‘弘〕 問中i!i[ Medium hllrDθd (M.B.) 特徴じん Heavy bumed (H. ]3,) 
叫被災外 tlJl， No l.mmed (N. B.) 

ったの流出土砂 .a~t~立各諮査段目リiピポt!、[玄〈紛れn ， i'4il�il. 10 m，傾斜およそ30") 奇 l 区ずつ設定いま

た， :3段階0)被災5~t皮の複合する小流域(皆伐跡地〕そ選んでp 定J現在'Hこ流出土砂還を観測した。

(2) 地被物および表j二の焼燃状l')i~

激じん被災iiliJ主務薬務校心、どのJili.被物そをほ L んど焼きつく L ， :i1J.!表は完全に銭!:\'， l，だ状態にあった。お

れきは顕著に浮き出ており，表土は極端に乾燥し粉;制えそ丞していた。とくに，斜1m:二部川氏街 ííìÎの無立

木地;と ;r，;いで詳しかっ 7、むしかし，風T~1mの被災程度、の TI~い場所では，火が終く地表会怒った程度予表照
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Table 26. 。長会の燃焼深
The existing volum日 ()f lltt巳r and th日 burning d日pth ()f 511 rface soil 

1I1形 (Y乱magata)

Jﾙ2 [メJ
Area (No.) 

A.I (M. .゚)*2 

A'U (1,. B.)判

C.I (H. B.)判

CU  (M. 日、〉

C ill (L. B.) 

BI  (N 、 l弘〉料

表との燃焼深
Burning dept.h of 
surface soil (C111) 

氏。

旬〆ヘ

/ ~ u 

L:J 

ホj *1' 11泣Llght burned (Lぜ R) 叫 "1τj主 Medlum burned (M. B.) 叫淑じん Heavy burned (R B.) 
ホ'* .fr~ ~~tう'i.)1)1 No bnrned (N. 1き.)

部(.)) 1\0 腐のみじ1))然134にとまっナζυ

被災時ltH主流i志のように 5 月下旬であ〉でp 現地?とおいては均床植物が主ト分減蒸しない段階で， J'j瀅 

まき、残it し"でいたり 地!印可i[l!協は滋じんほおよびr:Þ Bt区.C(むそのほとん

した しかし 2 か月後の 7 )j 中旬にはほ伐iUI 絞り激じん j玄では余く徳的状態のま玄であったの

に止す L~ r:}".l 1交じ主では憾の被ヰ〈が239áとえ仁うていたりそして ， ~:.y年秋本 lとは仁判官 !x、で印絡会総えたがs 倣 L/v

区では 596rと N，uたなかったの沢沿!λ の ìHJ.if当地で1:土芳 -~J~l t，こ燃焼穏皮も緩散であり，絡会:'(1) i日j復力もおう燥

であった。なお，被災後v 出J}~ Lた支援な綴伎はヤマハ)ペタケニグサ，ススキ宇ヒメジョ寸ンなどであるの

j-)M_の燃煉l'%UJinま ， {J;): じん;又において主主)z20cm Iこiもし f二。.*. ，、町_'

~ふ vつら ζ

れ自体および :~'ä 3D.ゴ lおこ広大していたっ緩微i又では落葉地被物 l乙奴られ，火i立 Ui見 iIfi i C.到達してしげれ、 O

fよお p 激じん況で表トが燃焼したtt)\ï!ij は uゑ断:百lそ設だしてみると， .表)問主 j火褐むとなりかなりは勺、予

i) r;{~i}できたの Table26 

この5交のの激!ふん区のように‘

地被物および茨::1::，(7)燃焼深夜間;立した結果である υ

Lh ところは， 1主辺jじっ1 でき

ょう?とJ]<.およびi誌の科ソつで佼食が若し< J;rUß::'Sれどいる。

(3) 二七援物主主'tt (J)変化

各['くから採取し/こ土壌の分析結主誌を Table 27 におした。会:体的lとみて被災7;~11B工の法治t土壌にそのまま

現われているとはいい語れ鳴らか..5 cm (})深さでかなり明白な影響が認められる r】すなわち，

が潟し" "ま Zさくなり， ).設に分散ネがたさくだっているの地11長物や茨 "c(/)燃t悲しすご， j1!支j)Lの

場所(})波ノ主催jふ桜徹底号、リI(の入らなか勺 !:.h場所 i亡くらべてコi~ しく小さい11窓会ノ:i~ !./Tl' るロこのほかのtEl

(1とゐっし た?と激じん E互の O....5cm の泌さで〉 設rJ、海気量まが ~y しく大きい

ことが法問される。 ζ 才1(立茨J: の後水性(R.epellency) と関i裳すく、と児られ， jil1 I点ヂï~コ ín， る十三 ïJ(;');てi立

24日告問で総水できず，廷の最小森気告をよりも滋大1J1:在が符ーられたο

このよう !'1';;}水蒸気処札アルコ

f窓糸縞j穏などが発;きして後71<伎を47ぴた L壊よりも，その [<11復がゆるやるカちそれでも火の人っ

どの方法てf，ぬれがある程浅:没後し得

るとJj~えられていろが舶に 01 ,}( 1Jれとよ

かである。自然的な挽水性は Wax や Resîn のような特殊(.))~î較的 iによる災i磁波紋イiゴjJ主主開!となってい

した均台?には〉どれとえfTf!l'~なる怒!!~jß関与
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Table 27. 各司品交的の土壌の諸性質

The so!l propert冾s of each stlldy area 

A-I A-ll C--I i C-ll 
(lVL B ，)判 i(し B.)*ll (H. B.)柑 I (M.B.) 

(%5-' I 非毛管
¥ Non-capillary 

最大容水議
Water-holding cap品city判〈必〉

!司校イ七本
Aggregation (%) 

分散~
Dispers�n ratio (%) 

約土民
Clay ratio (浴)

jJ;元皮
Erod兊精ity (96) 

!影潤性
Rapidity of swel1ing (sec) 

浅水位;
Percolation rate (ccJmin) 

有機物
Organic matt巴r

土主義合水量
30il moistuT日制 〈彩)

pH (HsO) 

rJ:発; (Yamagata) 

C-lll I B--I 
CL.B.) I CN.B.)料

91 

8 ‘ 5 

5. 7 

取1 軽微Light burned (1. B.) 時中皮 Medium burned (M. ゚.) 叫激じん Heavy burned (H. ]3.) 
*4 1!t:JÆ外1m No hurned (N. B.) 

しているよう唱であるの

と記の結果lま， O~5cm と 20~，，25cm という特定の深さの土漆試料の分析ー績である。中度以 Lの被災

地では， þ血量三数mmO_)土壌は気乾状態に近しかっ，この替騒が異常な分散状態を呈している。機械や家

畜による踏圧の場合と災なり， ~1手将i芹~Iや11際議:といった限了、よりも，地，}-t而îo)気íf1:状態の薄j習が地表的j下

や侵食lと H~f接関連している止:考えられるがラこの ζ 去については次項以 F1とおいてもふれる。

(4) 浸透能の変化

Fig. 17 1土各調査E互において， 300mmfhr の降雨強度:で浸透絞の/ft.i!JËをおこなった結果の市ちを示し

たのすなわふ火の入らない広葉樹林地と被災の激じんな皆伐跡地の授活経過の呉羽である。浸透経過は

一般的には消耗現象に午、?有な減衰i自主主を総くことは，前報27)のとおりである。こ

を補うほか，それ以後においてJ二議終質の膨れiや懸縞ノjえによる孔i績のつまりなどによると湾えられてい

る 11) 。

ところが，被災して地表部が願者に燃焼したj劫所は> r'?f þfiのわJJVJにおいて授透 1/.. トがJ極端 10:小さし
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[1\1 と設Jlì レ， トのil01係

(dll(;.) 
R.ela tion ()f illfiltration mte 
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只品 infall duration 

Table 28. 各調資 j也の没透能と?迂近、 j旨様

Infiltτ乱tíon cap乱city (jふん) and inl�trat卲n indexes (1<, '}Jo) 

of each study area ILJJE�: (Y呂magata)

長m iメ;
Area 
No. ん j" k 9'0 

A~ I (M. B.)村 つ 5 2，:3~' リ 410 i 守o

A.ll (L. B.)判 34 ¥42 0.3:13 64 

CI  (H. B.)判 d乙 74 0.221 8 

c n (M. B.) 24 92 f入 230 1<3 

CI日 (L. B.) 72 JBC 0, 540 43 

日 1 (N. B ‘〉制 29C ().84() 263 

ネ1 李基微 Light burned (L. B.) 叫 '1"1主 Medium burned (M. ß ,) 柑激じん Heavy hurned (H‘B.) 
判後史外泊 No burned (N. B.) 

ほとんど水会決入させない仁以後時間の経過とともに徐々に渋透レ h ートを璃JJII させたが，供;却年;村刻!日jの

11時fi11 r'1 !ζブ iコ γ ト内一U~が十分に 1~ftlljm~ ナるまでには長らなかっ段。とのかι悶は， í'JÍÎえもの土壌の機水性 iと

関返するものでぬるが，裂は土壌1:1'[ の 52fZLと没:透dえとの交換がスムース iとなされない結束、による οIJI火事

1M;において池 t~ìi'irF、に筏7]<.騒が形成される乙とは:j'.さに D印刷。ら船舶によって報告さ才しており，また，

'APγ!、 ~6) &( J: 勺 されているが，なお不明なJLKがどえさ ~tl. ている。
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Table 28 は浸透飽のお.IJ5E結泉をまとめたものであり， んと ft fま降雨強皮 300 mmfhr での初期およ

び最終浸透レートで ， K iま降潟強度を変イじさせたとき り p 伊o i士流下!}日始

点。コ降下河強f変を示している。これによると p 火の入らない広葉樹林地のんとんは綾;たであり‘ また，

伊。も大きいっそれにくらべ激 l:ん被災地の皆t足跡地はこれとさなく逆で， しく低く 4mmj

hr 穏疫に渇ぎないO メ?についてみても滋じん被災地は火の入らない北地の 1/4 ;;~iの綴であり，同じ地被

0)滋ï9Tでも被災治、i立によ勺て忠良努な祭主要が;iZめられた。

(5) .~二i の損失深

ぺrabíe 29 l;t[;~lXi?杭および限定岩石によって名羽資地区の表…1:損失深や測}:i.ごした結果マある。とれば被

Tab]ε29. 同jL:ttおよび:ti石 1とより測定した渓 Lの損失?来
The lost depth of surface soi1 whkh was measured by the 五xed

stakes and rocks ~Lj形 (Yamagata)

上品 i式 続 iTIÙ JOl fl司Area 
No. 

Observ且tlon period 

A-1 (↓ぱ. B.)判 -1.5 ーに 4 ---1.2 -1 , 4 Jul. ~~Nov.! 196ヲ

A-TI (し日)*.l 一1. 5 -1.2 -0.6 1. 1 // 

C-I (H. B.)判 -.4.4 ~3 ， 3 山市つ也;、て) -.3.4 MayrvNov.j1 ヲ69

C--TI (M. B.) 品目円v ‘ νγι ~...O. 1 0.0 -0‘ 2 .lul.へ Novψ í 1969 

C-ill (L. B.) -0, 9 ...-1, 1 -1.2 ーし 1 M呂y~Nov.!1969
一一一一一一一一

*1 $ヰ 1:f{ L�ght burned (L.払) キ2 rt! ]3芝 Medium burned (M‘弘) 判長設じん Heavy bumed (H. B.) 
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Tahl告 30, 宇各H:流j怠L下区からの抗流E叶日げ出"一土 1妙沙i蛍量と

'_l、he忠 s総忠dωllnen悦t 10ο乱吋d from 巴倒-孔lCÌlけrur山1即1叩01箆t IがJ込10ぱt 乱nd the 

ち1i ト件 iポ Plot 

No , 

A-1 (M, B.)*2 

A-ll (L, B，)ね

C ll-a (ルL B.) 

C • II -b (五tI. B.) 

ton/h品

0, 67 

0.05 

1, 12 

0, 55 

Jul. 24へ，Aug， l

〆。で/J kgjh乳

8, 4 56~ 5 

7, 6 3.9 

20.5 22争。 3

14 , 4 79, 1 

(1) *1 軽微 Light burned (L B.) 叫山!J[ Medium burned (M , B.) 

Aug, J へ.Sept 2 

tonfba ヲ6 kgjha 

0, 5] 7 回 7 3ヲ.

0, l() 7恥ヲ 7~ 9 

1, 80 14, 8 265 ‘ 5 

1. 3ヲ 11. 4 158, 2 

(2) 然処主主区 (C-II-a) NO!Hreatment ploL 組だ筋一 L[玄 (C...II..b) Plot of simple terracing work by bun-

災後から秋季まで，およそ 6 か月間の累加俗である。これによゃと p 会{本として斜必上部の損失深が大き

し f.gfjが小さい。 j数じん 1互においてこれが磁著である ο とのような表上の撹火は，乾燥した土校が地表

btt:ゃ風で流亡ff~敬したものと j怪談され，とくに斜面上郊の思議活では盟主食が著しかった。

つぎに，各区内に設定したlil!.荻流ド[-:<;で捕そく 3れた索方自流出土砂主主は Fig‘.18 !，C;おした o tl'伐跡地の

1~1 t\[被災地では 3 ， 5 ton/ha であっ fこの応対い終徴被災のアカマツ造林地では 0， 2 tonJh品 lζ過ぎなかっ

た。後者の場所vどは地被物と樹幹 f企部が焼けたí'MHtであり p 立木は次第に枯Ìill したがそのJ必 11Jíとおいて新

たな落葉が被災後の地表夜、緩い雪侵食防止に効果的な役割を果した。

Fig.19 (こ示した ;J、流域 (1むi積 2 ， 2 ha) を対象1(，被災後の荒廃状況を観察調査した。この場所はアカ

マツ天然休の皆伐E去、地で，た災当時は伐採校条が地表lこ絞却ししていた。この1\2)1ζ ノjえしたように，被災時の

!武街皮会いによって被災程度はおおむね 3 区分できるの風樹itii となっ

燦地化し，制Jl液状J.k-.t訟の浪目かが多妥史認められた。

完全に

この流域の末端部でヲ被災後同年米までに総そくした流出 i二砂の総選は， 62, 9 m3 fζ逃した。これや rJd

積当たりの疹さで示すと，およそ 3mmになる。しかも，強風で飛散したり，流7Jく rj.] tζ混合し流域外lこちfi

失した微粒土砂は ζ の rþl乙含まれていない。 既伎の研究成果によると，ふつうの皆伐跡白地の平均年佼食深

は lmm以Tであって'--じ!)被炎地でみられたイヌ:食i奈は，切らかに LÜ火事による怒影響によるものに捻察

される。

けいj末のせん揺された分割;永く大部分の;土砂~I二 i1Ït ìぬiふ前述した左岸の激じん区にあることは確かで，

その部分は当年秋季lとおいても~ j.{g沫植物の fl}.生または侵入による発達はほとんど認められなかった。こ

の流域内の各区で!J!~定方L法によって地表侵食深を測定したがp その給*IJ:， Fig, 20 のとおりであるぐi こ

の結楽によると，激じんぼの斜 rÜ1 J二71ちの侵食店経は4.omm号越えている。

流出土砂lま，下流において物深約;と有害:な織さをするがs 同I!寺?とそれば有機物そ多最に

であって?とればともなう地ノjの低下は少なくない。 Tabl日 30 Iま名 iベlζ設協したi*E下腿;でが}そくされた

流出土砂量Ij1 の千{織物会主主である cζ れによると It1皮被災の'Hf1%跡地では， 測定期間中の総長(i:"(~およそ

0.5 tonfha iζ透している υ この1:\:1 1こは憾物主主体やその議体の不先企;燃焼による炭化物の粉末もいくらか合

まれているがg 土壌とともに流亡

年)jを必要とするであろう。

r 
，、 るためには長



林JrJ， o)/j<および1立案保全機能:乙ぽ，j る研うも Gií 2 {'!D (村井@泌 i崎) •••••• 39 山一

その有機物合千ffま

coutent of oH,anìc matter 匤 the sed.iment )oad 

1、、'.、ζy 6, 6 4~ ﾓ 

(). 51 曜 2

。， 38 ,39.3 

dlc.branch司

2, :JftT lK íこよる火入れ繁験

(1) ゾi~ ，!，~ffi!刀法

0.01 .9 

O. J() 12.6 

。‘ 00 'l ;;t 

IJI)が (Yamagaじ1)

tOl1/ha 96 kg!ha 

8.0 J29.3 

O. 8 .1. も 17.2 

12.6 I 3.47 14. (3 558.6 

:). () ; :.32 ¥0.9 2/久も

との')i[!，続投{1m ~:11 プロットが約 1 Ill, 斜 l [Jì 長1. 5 Ill, 設;さ 0.5 m のたさç;;そもち，傾斜)ij (主 30υ であ

る。プロット内には，自然状態の摂ut っきり表!冷現地から版取し、できるだけ総iE在磁波 1."ないように

はめ心んだり以さ O.5m の底部;こは羽滋 1.:.議が &f悲し， その透/I<ttiìlt'i\支 tt~1良好で Zちる" l'年九HtJl放ノト;誌の

交換によりき記.1t ~~む :;>[.1 ットのド端でJ:ilixffJf(， F 主主と lfrUI.UJ沙id、そ ji[]モくした、なおの:と続投jri!iは 11;j

オ抵抗;()) 6...2 し i: もじっと!日ーで， しだい

ノド:た!設では火 1111)(+:.1と九七了したイネ科絵本野t~をけ本とする自然 qi!:t 間 ~kJさえとしている ~9 なわち，火

人オL (地炎 l4l.)完全燃焼〉， メ1]次 iJ ， jm処潔〔自然、:が{[tü の 3 予をとした。 そろわぬう

ちに， トーチランプそ九jlυ 地 L!こ存在 f る *u1(Ä~J i;Lfi\ とその遺体のすヘてを燃焼させた。供試降雨強度は

70mmjhr 前後， 1 1;% i4'ﾍ jiJWIH立 2 --.j ::3 H1.f ìMJ よしiIi1J!IIii，t 5 か刀打\J iこ 7 凶官、 1;10 ')Dï;H: くりかえしたじ

(2) )i[!，~支給5いと J名主主

:設処成区のUij}!す:1~5Ij のl:ill'lミ流~'.'かを， Fíg附 21 i乙示した。 また， との!日!の号\lHrU先送 0)弁企移持参与ムまて汁ζ

Fig. 22 ， ζ;守くした。これらによると，火入れî!'J後lと丸Q-Îi沈下カと1<:わにすることが泌められたが，担在日!

の lu.l復とともにおよそ 2 かな絞泌した段階で， ~耳E処J1H [~λーノ~~~ 11去のないほど少1:永くなったつまた，刈収 1;1

ÞL1:í!j!(まJihf潔までとしたが，火入れの滋合よりも tí8:被のだ迷がむしろま)'.r: いが，トi'j議訟はいくらか午は lと[凶

復している。いずれにしても，経(11 の沈没綴泌と jえ道館の Ii]]復泌総とは泌j安な関連がみられる。

降雨張度 70 mm!hr lìíj後で連続 2 ，.~ 31侍 lii] という 5出}j'ではほ L んど ~:J~ るれない grtü羽にもかかわらず，

火入れ直後の状}~ì~でも湖底むさるほどの流山:1:沙が認めら才γず， 減ドぶ刀玉県褐 fJ:\iυj的iLた滋 l主にあっ

た。地表の織物;さや!よそ完全に It1t~ つくしJ たが， qíjjj'5 0) iJ l火説、のように ~!Í1臥によって火があおられ， tft!)ぶが

ある深芯をもって燃焼した:j)，)'滋と災 iJ: V) , C のような規制した火入れではそれほど食性そ )ï_'iJ めるにはポ

らないυI恩返が焼損[ノ全面黒褐{斗イじしでもヲススキ， トダシパなどの以系;立地淡郊において生什‘し， Jがえ

!刊すみやかに地上tK5を}写生さ v詑たことによっても，火/吋しの総生;こ 1えば 'J" ~~. ~f:';~がtmかった ζ とがわかるじ

しかし，ッlυ\ZTifl:後 iと 19:透f:î告がよおしく低下したことはIi)jらかであり，ではあるが火入れによって地

表流下半が 5%から 68961乙増大した乙とに注J'与しなければなら tj: ら。

火入れとはじた事の場合では;l'ttJJ友の燃焼j釦とかなり i(~)'(.がおり， あたえる ]b:'6~，iにも
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おのずから発JJ1が生ずるものと f! られる。 IDE訟の火入れに関する報告をみても p 土壌条件lこ及iました影響

iと異論がある(.I Rowg3ð)が North Fork で行った火入れ試験では，火入れ院は熊火入れ !x:よりも地表ififT

Californi誌においVE!HMER ら 41)および臼口RGY ら 2) が，やと主義俊食が幸子しく i勢力口したと述べているが，

工~イ》
仇.~

BrSWEn ら 3) は Arizo混乱地}Îでft コた火入れ試験による毎年の規定した火入れの継続でも，高い浸透能

火入れによってほとんど低下しなかった、と述べでいる。で火入れ前後の浸透有去を測定したところ，



トネJtjゆノ水ヰ (;!v，び，滋会機旨~t r;現よる研究心事 2 設) (i， 、;庁舎 'òl誌J 41 

されp 侵食安ßi'滋するような乙とは 7よかっ fこ」総べてい 二れらの九Yi担 ω )i: g(，~あてL均 i暴行も [Jj

よチずるとは考え~~れるが~ ~'i{i }ITi] ~立燃t~TiJ.立の訟民;乙 j-; るものであろう、、

δ ， 林野火災による林地破壊に主守する係会主転

林野火災のほとんどが人為的:にゴくで必るととは p ご五の今I'Ujhi:1料 rF'説 IDJ L ていミカむほんのヰ〉ず点、 i.j..イ〈

注意irJ.有!即日:ノ!Bの二ト:人 dj損失そ守えてし、る。 1& ち議!b111なことは発!:t:~を予 !'JJy る乙とであり r また， :+Bノ礼しJ

た Jよ}{}~ま f)_Ù~itf:.;}とJi立ノ]\!:Fとにとどめf!t:A:.'予防ぐにとである〈 ぬ変Jを 'U:: 1ノ~ぅ大イiífltqとわよ二って延焼しょ:J2)，

合 :ζl立守 ùíHf;のように体比:のも させるから~ JJ(および三土安保どト i二 h' ら手il てつ

かり JiiL体的Jlltìtj;会必まさとする υ とえにョ土じんな指示Jょにの刻、jむに点、JS!る処土パ:ょぞ要する jヌイ子 7)) ぷく，

ぞの時期が怒れる乙とによっマ狼欠かがJitする凶l，がお

わたる ;!J}0.tとは全:(iF t[jJ 会 1111の俊子二の均一仁は ν川尖村総でó)が激 iJんJl1\ iCj!必む

えられるふわたくレたちはヲ強争;iJや対象{ζ レ 2 阪の i;j~々:こ[it~~0)ど

L.~}(;f 了してみ 1ごしすなわちも l 占} の校合土手二し f、百号{妥江担日 (.:"6) 

イコの

初だ筋市山に\j; '!r~J*?1~)j^ i� {.ご l けいj [i!ArJ '1守ぅk{))'l\':Y~川I1り伐4 吟えで争品川Íl J'i: 1, 5m kl やすとした。まず

後初tこ大さ 3 、 10 CllJ, J~ :3 50 cm えのt/f.~:^ ~さ与おホノì.T lhHC 1. 111 n[d!~f-<i fこち， そして任t~:の段、さの

校条をた Lt: ;J-~~ 2 ~'..-' :) .~.μ:1):1λiとならベ土 このおlt':: :Wlにより]古川をしゃ i討í 1 ノ?流出!二肢を以釘しようとし

ずこi) ;;1&5長!っ O)jl:.-*~} 伐棋や日定lffメ;などが誌にある合lこは I tlcのfにりにぃ会長;jおした ο

W: l.~ん被災地の足跡ω級将 lttJをお午、Jと .H~の filîEよ必 去、犯 L L/ , in(処!\l\ほと tL~t~ しず工がら流出

j二fi:ÞJft1~'i!出 Xiノした Úíも["j;'{t J: ii仏\ ，\1初予示、}"(ü-fJ 迄 10m りにさき 3 で， {tú~H.Pj はおよを ~)O:_l ~C (';5 る。手!if災後から

;百々ュ秋司さまで約 4 か)jnu 0) {)Tt {:U 土砂しつ総1を(治乾議) l-土， ;ìHt処理IZT' :L 5 tonjha であったのに ~~'Ì L , 事

だJJ!j.T.I?三 iま 2. :3 tonJha iことどまった， 純 L パ;どお v 、てもと工グトiと治 :-h.:-J:"jタがきj7:;\ ったが，

長IJ しなかぺ式こことがお てし、心。子 主)， )プi(DY~nt:\.ζかなりの Jdーか糾 iij;11 iυjJ1'i.ìi.ヰ ;ζi&Jル2:. J;1Iえ

ることによコて効持:がおま であろうリ

:だJ 告によるふれーには， 52子、に波地;じし級生しつ以似が長JtJiば泳!.Jm~ な場所 iこ点、Hノワご f~し滋切な)j7fi (~: ~~j えら

れる。とくに広域なJ{;iJ~~(r~~:、はヘソユプタ{災憾などもr.D悦 C i!うる ο しかe" ì玖じん被災地ょ土、!ゑ V{] つだ

i務去さな実j議工は，必 F しも良好な;ぷ泌が十られなかった。被災後 2 か)j 絞i没した 7 ,j L1i)の降i討のあっ 1".

後を:'Jji!. ~よかよー し~ ケンタッ t. .-31 ,. -F, ウイ ピングラプグラスなど校 !{Fi 獄の桜子 8gfR12Jt ・ h話料i土 Jご校

状化i;lZ)J巴料 100 任決(; L た泌舵ーとか揺した 0) ;~f~' J.f'~ (土 r!i '.'下郊では秋季までに 40 ，，7096

心機被キニてヌ i訟i:tlJ たがき来、江上郊では交余波の、 l~?.~保したよ綾のために〉私Lf' カ:;まとんど忠義でさえr カ〉

った。 ζ のような広)1升に士、j レでは， ワヲ{た t.t 1P ムシロ ιいりそして，討による {(tf m::j~~の飛散防止や保泌;と

市~};~戸( IJ!J いほ~') J;' Jl!J絞{ヒはであ

(i f11W '(l治jl丸lnと，五l'i L(J 1: (J ぷカ ノ-; く多額の十主総や人 F<まかり緩い

えが， JJ[)jili約なf;，::itを的 IL'!J- 0 !;，めには，プ人向危険!G:心潟い玲.i:~Jr ~ζ対レご Liêのような筒よbな Jl'fj工や緑兆 L

十で
'~ とある。)TiJ!'キベツ被災によí:_J訟の;七ど銭円立j氾れないのど\ ト‘jえにおける保全対象

の状況によっ亡はえ滋 iと;九 Iijする ;k:1.(J) コン、r_-! ~-_A 0.);1こめにダムや滋水・ ;tァ、んi むのお;設も必張lこな

ゐ。
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lV 総括および結論

1. 研究の図的と方法

この研究は噌森林の伐[ち e 林野放牧 φj;jz聖子火災などによる j臨床かく よって p 林地の;J<土保全機能iζ

あたえた影響夜、明らかにし，あわせて，このような!京間 iと泉づく林地の破壊に対する -)  

いて検~.すするととである。

すなわち，いくつかのかく乱事例や特別につくったモデル施策調!}長対象iとして，かく乱程度W]ir.均l:;&ìfrt

F浸透および佼食などの翻訳u与を行った。これらの測定には，試作した山Jt収支滋百 iーや L:壌fえ女計などの携tll

式担IJ!J~や‘固定討i~l::区を飽いた υ

研究対象地は東北地方の ~llf血統減で，また1*];惑する笑験は主:í J幼子摩実験料、や実験室内でな Iされた。 tðfJL

期間は1966~"1975子「の 10か年同Jである。研究のj主体的方法と結果の機婆はつぎのように要約される。

2, 研究絡5裂の要約

( 1 ) 森林の伐採 e 阪社iによる地!ぷかく乱の影響と料地の保全策

好lヂ実験林内心カラマツ校令林を対象lじ間伐，皆伐などの伐採処混と地被物剰Jiu などの封12 表処主主

を行い， 冬[7:内 lζ回定流下況を設定した。そして 1966cv1969 年の 4 か年間p Xf<と tltl、の流出競技，観測し

_., 
i__ 0 

』さ-~
4 山、 fキ区!:l、1-(戸二j二 lj{I*:~説法とテンションライシメータ-ì1:fこより，

た。

2) 当該地の浸透能はきわめて大きく s かつ， ったため，谷区からの i也涙流 F

lii1はさん少であった。続出リJt/Jfí1JrJl 最大であった皆伐地表露出店主でも s 1 %0'\11ζ 

過ぎなかった。また，単なる ttll J:fi\の伐採処理別には，地炎IfrCf滋 lこ千]

3) 流出:J二妙、 j民は伐採処;限そ行っても 同様きわめて微裁であった。しかし，皆伐し地奈良事

出 u た Ix では，年1mおよそ 30ton!ha (絶乾設設〉の上砂を流出した。 また， I司トJx からの流出土砂場.E

と期間 i'!~:設 P との!日di~t ， E= 1. 488pL酬の放物総式で炎践できた。

4) イj 餓林地区 l怒の採さ 1 111'ま した総祭p 綴者な差異が認められなか

った。しかし， 年1M']の深 したところ， ぬ，1*[乏では 20，，，25 cm と 40，~

45cm の 11可佼!廷が{ill O) {ù:1鐙よりも大きかった。保材、区ではひ、~5cm と 20-~25 cm のば[出立他の位遺言よ

りも/にきかった。

5) テンションライシメータ，による Jlúí主総*曹のふ各区とも 20cm と 40cm の riT日深さで顕著な減水

傾向を示した。とくに， J芝季においては有林阪は1~~林;メAよりも減;J(傾向がいく~)か大きかった。なお，テ

ンション弓イシメ作目タ，.... ~と l る減水分は，そのそう入佼笠間Jだからの蒸発散díJ乙分iと位校関連している。

6) トラクタによって全斡築材した 2 ノト流域を対象lご，地表かく乱F3皮~~tJj の各地区で浸透後および二主主義

J詳3恕'I~t，を調べたりまたも さ主流淡からの流出土砂を捕そくし

定期的?と言 11註した。 調査流域の一つは傾斜の比較的ゆるやかなアカ 7ツ天然林皆f足跡地であり， í也は傾斜

の上口~法的急なプナ天然林i削足跡地である。

7) 集Jオのためのトラクタの行動はt@J協によって\í:.まる L 緩傾斜地ではほぼ全域くまなく1îJ~)するのに

士、10，忽傾斜地では特定jちに通過路が問定する。 1令部と下 fi1) O) 、jlJflfIfi lとは， トラクタの[i終止のために強制{

が党!!:する。トラクタ第十オ跡地はその行動vひんj皮から， ft;n~かく乱稼疫を震度p iね皮， 芸誌かく;IiL



泳J1IJ，{!コノκおよび t:域保全機能にど~I ずる{iJT!h: Ci¥ 2 im (ト， ~':，cl1n 43 

主1品作業i誌に[法分切できる ο

8) 4各地 IX 芝、没滋測定平を行った紡淡， fí: 梁 l~fおよび}E ，~~'， 11 1 1交のの(\区は科か< ;f;Utl1キJ 必j久 i認にくらべ

て s 没il!i絡が告しく低下している乙とがわかったc 対かく乱渇の1f汽そ 100;話とした J}Ä{i~ のお jぷの彬文、Jiiú(まヲ

作業i\~Ur\21q仇議rllX;こ 639t; ， r:!J[皇 i当 1;]:86%，限度以:は 100Ç6 ，~な (jiin

ヲ) 各地区でと核物波紋の調う誌を行ったと ι ろ， 111] fλ! な影響は i二j裟似&1とおしγて32 られた u とくに，対

表郊の lJ謀総}立は，名 H片|え\，ι1T Gti'éがあ J たυ20 正m 以 1 ーの伐さと了 lバHf'W~の彫:閉ま~，nあA 守なかったっこ

のほか， 0' ，， 5 ，m の ll~ さで， n丸山rr1 )'ill J]<JI4:} ゴ I t/niLPt訟はどのiU1l~1-+'， ;t~ 名取li(:\H て:f j窓ら

;(i. Jこに

10) i"i， SitJ弘正|ミJWJ刊号 lζおける燃 11 t:rt ~!j:):lユのが 1:'f:t! :L T゚;' j1� tむ アカマツ訴し域て" 0, 28 ton!ha, プヲì1fêJj主\、 O.5 :l

ton!ha (総乾滋〕であった o sn: 2 年 [1 のその致iむか〈 ;ま皆乙1~1か vコたが， かく

乱筏E詰!の蹴 J千九、後夜、ですま予 前年トて)J[I，、t:~~~ l)i:J)J'そく:された c これらの流 iU.:Llゅの i二な 3古川二がは，作業巡の泌

i1ü とその{;m1j(}) ì!fl JMü であっ f二 υ

11) }ラクタ努わ!による林 i也 (})!JJih長は1m: -tii 【二きないので， ミジ〉乙:りや日い傾斜烈よ1Ë rEiLt すみやかに'

切n廷する必要え山

を泌T司 L -tこ。との紘県によると? 1:記の 2 磁の係会処.fbÄとも，役 ，Ét rjJlL (}) ílüで必A効~Cあ(たれ探泌総処JU:l

lZ o){t二Nt Il:l\土砂対UJ: 11. 5 ton/h日 であったのに対し，被議した::l，ilx はその 10労にも jlii たなかっ

J手 7
;，~。

(2) i 宇野放牧 ;.C ，Jヨ rう地以か.... /iしの影響と体I引のらえ/れ策

北 LlLJ 地の'守\;VW!' 心む 広路地(ι〉公平1i状況と立地条約~O)関連性を杉:討し允()

f当該JliJJ立冬 ~f- ).[~h~で 1{~1 f~~i Hi{~ l.J :)-I..:~i く，長:j;L; 300 年以上Jド)!Y CDJ氏flがなされてきた。 5 ， 000 ha !J)::3 rr京地法

内 lとは，きびしい気象条YI と午応の放牧が潟 ;ili したとみられる役食多数存イfずる。

2) 荒廃丸IJ，の分布状況z与を 1ょttll条Vi'JJIj(と Lノたところ，総，W:;J!!j(CU:l ， 000"'1 , 200mのめ，ζ 空

iii:l: lJりでは !.~-gf) r.(, :h[i f1.t別で:立 [:1 派 (t:JLt~(1二 }Jí立i;!J~c ~j:.出 iL~:\lqと， i'Ïiq、'i j;j )j!J iこは 21 ',25" (1) 泌j!jj(こ {~L).1& .tll}，が

:uf 1'.[.1してい必ととがわかった。

3) 余地 li&，~:・ :iOOm'方形 l己注目ht し， ffta 応:訂正式等iとな地条件との関係そ， り?主席危険度

の判定をl試みたりこれによると， 'i!f，，{氷臨む i十l}t， JÙJ!f手 UilM<:皮，総 Júí~ )TDl~ {tH [j~~I， Iq t 料lil1の{立 iむなどの各lEl

T-(i)総合 iとより，ある との子w，rJが "f憾となった。

4) 策箆JiJl発 ~~t O)vifi{申告は E 放牧?新説 ())jiJw iζ関i七する線;旬発ノ幻ζ 。:るものと H:f:務守れた υ 採」訟の Jú_~)\.~C

(.j: ïl計f: φ oM_L I~こ主主づく表土の )'0]{f{ (_~: JJK?t<食 tß.強く主主慾 L ている。 4、?に r!主における

~(: ~ま， i'AUlt!の日l'え:食採は孔 9mmiζ土上したが?J立牧Ij! Q)自然 1\\11[;や林地 γ、 lまl. mm ùÍJ{Ji:であ工夫ご o

5) 家*1(/)政牧による土地の法gジ凡主主を角v~.必ずる t めに，地:i神 IIil引)，t;の ):J):.枚持地をx1議ミ lじさ奈枚以と対

lt しながら没:lÆ1I~や土壌~tJJ設の変化，むよの鋭機と佼食の先住状況など会側五しrたっぎi \i主j邸主力'7 "7 ツ

幼令、1立T材iQ でおり， どの Iりにね:牛を50iiJl1 予として，始後カ王むにより放牧されてし、る。

6) 3 か年 111\ の紋牧?とよッいて， i必t\J，の浸透泌がI~j りかに{氏一 i、したととがよjめられた〈 ま fこ， 表j 、())

j丸 EE*A皮雪分散SHま滋入、し，プド fJ百子し線設やi活水 n;まは小した 1 れらの影若々は欣牧 1 :5)ぷ r)い二，)'(/たする

休怠片目や1:1 ニ iえなどでとくに顕著であっ 7之 O

7) :汝(え内!こ3きはした燥地号公務恋したがj*~ 会rm滋 lと対する FiHdJ，の[主i様、判i3%;こ泌たなかった。棟地
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は仮名、いうこ~tJ:点、↓(fijr!l腹部に集中いついで 1Jilliの平li:t郊に多い。傾斜角と線地の発位状況との rUl iとは泌絞

な関係がみられ， 20" {:.裁すと義~}出発生ひん皮およびその耐積率ともに，乞忽lj激数;にこ f増袋大すす-る ζ と泊がf斗オわ♂コj功カか〉勺 f心

8ω) 発!1 した様地?形E怒;}滋fl伝f長引言引lはま P 主記地t白Jj形:多手釘iにこよつて宇特、:手T予;:1匂~~ωAカがj_3見主られた ο ずなわら， 斜 i回5釘{の J上l土~.， 'T 郊の平tFl.[Iü には[盟結

した 1Íl1状の;~東地が発生したのに対し， !.l.!続Dl([lのたい積i色村とは，陥没状の線泌がみられ~ :;~?t � -B13 ~ζ形成され

た小階段状(ノ)11占道 iふ放牧期間の絞:強こともに絞訟の1)必おした〈イ予Hfti立牧[6:内をt;{tれる小沢の周辺や踏み

おめられたiill路から発よ'1日しており， Ætf~ìt の際のお{-ë n~こと砂の1裂がとなることがわかった。

ヨ〉 林聖子放牧Jこ犬、1 する絞本((Jな土地{ネペモ策は9 適正伝利用地の漆沢こ放牧1~t;J}Hにあるといえよう o fiJJH 

地の選択に自主レてはラ傾斜戸J 20" t土家主さなチェックポイントとなる。1i)c4女利mはどれØ.T の緩;jFj般に限定

すべきでおるつま1;:，放牧利用地は地表保護物(地i求総生やi迄Jt地以:物〉の lf勺去に対応して家誌をロ h 千

ーシ d ン芯せるととが必要である n なおp 沢沿いや尚行?な!武衡mf(ζ ふできるだけ森**を残存させなけれ

ばならなし、。

(3) 林野火災によるj也ほかく ィ主主也の (1.品企 i:)?i

1) 1969 fl‘ 5 }jともi]，主岩手県北却に先生した林!息子火災時地を対象，獄。ん í :.jJ]JL 岳散の:3段階の被災F

強!!Z3iJの:i1i\J:夜』むを浴び，火のはいれなかっつ場所と対比して火災ω;土地条刊に与えた影響を切らかにし

たっすなわち p 各地区切り iおき11'5ゃーと漆の議役EIにあたえた影響を総資 Lノ 9 また，池 tzi:i1:食 i5J~"\'>)流行J.:Lii'Þ

設を: îtJ! i!lij したっ

2) 激じん被災地の波i金総lむ火災令うけなかった場所や議徴被災地にくらべて9 著しえ小ざい催iをぴ

した。このよ:うな場所は，二t1H.~:怖が;t;'[)よし p 表 i:.Ìì'乾燥し分i放しているために，降雨下正却の没i.li レ{トは

皆しく小さかった。しかし， I海ì，](j!tiυU cD経過と J二もに徐々に次選レートが治大した。すなわち，没i毛d8 Î~:ÇJf

は 般的!とみられる械設J階、ではな〈漸増訟のものが降られた c

3) 凶ZE杭および回定!(Y{-:-i;を月、療とL-， j:也炎佼食;百三;を ífllJ'i.乏した c 被災 i立後から ~:í:q二T:k争、主で~ r数じん被

災の1~kft足跡地CI)急斜面では平均 34mm )ご透した。 しかし3 桜微被災の比僚な場所では，ムFj~，ゴ 2mmlこ巡

ぎなかった ο 佼食Iノ誌は， ;�;:J 犱U: :XjÎカユ大きく下部は;J 、ざかった。

4) 各地i廷内 iご設定した阻ん~:btf ド;ぷで測定したら{E d\ .:L妙見、;ぉ 3, 5 tonjha, LjJ I支

被災のアカマツ造林地で 1ぜ(} tOD/ha，議微被災の|弓地で 0， 2 ton/ha 心、ずれもお:乾主主〉であった， ^J、 fよ p

扱じん， cþ度予議?放の;) 0~会j交の被災地で構成された約 2ha の皆伐獄、のノト流域を対象にその*{rí~i郊で流出

土1紗"i tftrそくしたc 被災成後から a年秋玄での流出土砂髭は 63. 9m3 Gずさ!と換算約 3. 3mm) 1と迷した。

5) 地表，fiti被ネはp 被災当年秋までに終段と 4Il芝の i同地区句でおよそ5096 にli1H乏した。激じん. rl" 1支の両

地区のす有議3也被!t&1は，火災によってほほ完全に焼失し地表は露出した。

め 火災の j二擦の諸佐賀l乙与えた]~手警はそれほど鋲;訟でなかった。しかし， 0--.,5 Cll1 0.コì?1!さで倣じんJj!J，

主主徴[ベのそれにくらべて 1\)1 らかに小さしまた，分散率はi22'/ごいくらか大きか

っ Tご。

7η) i流式浴t出土l砂φととも iに乙タ欠ミTなJわれる:有fj

り分i析庁し fたご品糾結JA3 完染!: ~ オ i皮波災の皆伐区からの主j~昔話10J 主主 iふ 被災 ü'i{支からお~:I年秋までにおよそ 0， 5 tonjh乳児

速した。

8心〉 入 iJバf汚マ:潟t談主:淀ゐ々Lち安刊"吋弘マど&γ イ千付、;y:井;;汁言可 る引i司;定之流 H陪主

宅守を?全A子干れ行]了匂つた o 火，\た.~く入ヰれG)山I~f後 lにζ;池也表流ご J盆4ム釘主幻tはま討士治詰設l大したが， :Mï被の[[i] 1友とともに没透11~1.)$.漸次大きくなった c およ
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そ 2 かFj fたの火入れ訴と必i 閉じtの主ífT レ トのどは夜会がs泌められなかった、

9) (の実験で 70 mm!hr とい いずも l!tf.従ωfHZ{まもおろんのこと か i~)

も測定できるしt '.:'のがれ iì 沙!ジ ì.~t i"1l!められたかった。火災と規制さ才Lだ火入れとでは，上自f末。〉燃焼 nn窓:ζ

~m.密 7j: )J_~ JJn~. {/~みられる。

10) 桃山火災 ;ζc_，.....滋じパ波 5;;; Jﾙl Lt, l[Il J~ よ山しノ?ぺjl主将:iM ;J-ろだめ， 加i\; .\~) .JJ¥. ìとよお佼食lζ対する

liEfAカがまF しく多:_，完治上なる JいNr;Yli 8& 1':, l?):i <" !'ごは激l.>ん Flt !Jたえ{1 へしつれ:玉、~t1!]â聞が;y-.li草?でおるつ焼

伎十) .1 支条>!;:�ri TH i.~ fm .日 tqt~. il}j 仁子愉 I した4ji??L9 j\ 土 0)移り~jru におご)fi'!立のおノ{.ょう 1 1' λ と)，がT 手

p伊

:3。結論

よ伐J5L ゅ HftlL !;!:'\'f)iえ牧，林野火災などり会粧の泌Ikかく ililß)結果1 i:を浅絞めほ戸会はじめ土壌物

到'Vt-. O)慈ィ tなど L幸、引のも アとがわかったり筏')1.:1泌がほ iぐする

ど， 'W{(f主流i!\í JJ1'守)< L.il l;ノド，人グ弓1日

乙の

午体cD伐{Ìj(，こよぷ水わしむþ::;ノ流 I ~叩及 ::Y'J-'Jfち .itPHi~ 1引誌によるJ'(;;KO) 約滅よりも 9 そ (Ot投 !I日玲 T1~~' � 1; 

しでの ttU成の破壊が大きく関与ずる J 点、林の収f ミし、を保全:的観点からのみ規制するととはできないが，搬

出立.~f: ?どできるだ tH%地の玲主ごと池lZ()) ，祝日:活:' ，1ジ 7ょくす lるととがのぞまし C， ì ベコをそ}ずざôft した持!片|つ に

は，伐採水の伎条などで淳一;切に波夜ずるととがIH 心でおるぐ

L;S .*a .llcな牧は :::.1.1 0;(D Wf.ìJt に市li び勺< ,) !.: < ~ζ 然立:l!ょ条約心〉きびしいJ詰所で~~むその彩

らわれる磁rf，]があるのま/ご，祭主訴のィ i 1Wj ひんj変の高い fこぎり J与や通路が， +j:J古級:壊の燃%rrfC

7~，\ 場合が多い l、ごi j虫では続出花が主行司なるが，とくに 20。そ;偽えるとな

!1'(1と%fl.寸とは，対象台lFj::):~!i千百三検出、の低い!i}!淡に限;、i ァ l~; }五1m;，:ζ際しては令 t0rzZ{;f; ;Yi[! 約千!な;こ ~-jt~.ä;.保持

するよう tW~1な寸ぺさである c

Jdr1れにや;地i 11fえの激じん被災切における滋殺の低下':士吉い，、。地表ば慌て片'f~~f: 1-~' ;;:i};:~てるので矛和初似Jリ1忠lJ弱jj汲λ透ベ
[レ/....A ト.~ u 惚封苅奴f百pに乙υノぺ々ト\‘:芯F く Jyがi

る C とのような場所目、し〈禁漁りの浪荷i江{がさ:いが， J:::採の拡大円台前ぐためには， J咜t(!HC f\1Hら;な被j愛工や L

烈仁iJ!.~陀~.l2i 'c あるつ

ザ[1;lcÎ'L議j五三件 rs.l::' J、って1?:'�; (i) !J;ずるとと令 níJ殺において切らかにした。

さらに，太研究の結果， l¥iJ 'j';C鴻条約l";':-Yr!もとれらの機fl~3;;t lj)J，)ぶのかく ~liC よ、って防護ーに低下するととが

わか勺!::.。しれらの 1':\8昔話を緋 73 ずるずニ (ólごfi;， Jむ床かく Zしやでざるだ;ずさ(-)石ような}二iリ1のf'l nJ!iでJ'Ei:L 宅全

凍るべ会である。林泌においては， :htrlく保護物〈溶接j担校号、出!ぷ杉írJi) を存さぜることは守と才しらの機

核保会のた ìòiごとく l

l主主?為で iまなく長期nuを必4ずとするとと会J11 ろなけれ (~UI らない.)
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8í盟die目。n ]i'llnetion of '\号Tater 品滋d Soi� 

Con昂ervation ba醒ed on J!'orest Land (U) 

一一一 Iníi担enむe of distn:rba:nce in gl:'ound ftOOl:' upon w晶ter

runoff, infiltratÍol1晶nd soil eroslon，晶l1d the conservatio:n 

ma田ag母I祖母現t of for哩st la抗ルー

FIﾏToshi Ml.珂 1\1 (1) and '{皛aku IVfASAhì(軒

Summary 

Th巴 purpose of t11e present study 﨎 to clar凬y thεinfluenc色 of the dis!:urbanc日s to the 

ground flOOT snch as cutting and logging of the forest , forest 五r日 or forest graz匤g upon the 

water 乱nd conservation functions of the forest land. Besìd己s ， the findings rεvealed � the 

invとstigation are to be utiJ i以ëd in the cOIlscrvation rnanagernent the destruct卲n ()f the 

forest 1and hrought about by th巴 abolle-me日tíoned causes , 

The study is bas{三d on the 乱nalysis of factors such 乱s surface runoff, in劦ltration or soil 

erosion on sevel叫日xamples of disturl取れce， or ou the spec僘lly provided model workíng 乱Yeas~

through comparing th巴 di日turb吋 I叩d w羡h the undislurbed land , Me且sur己ln叩ts were made 

usﾍng the portahle devices built as trials such as s10p日 infi 1trornetcr and soil erosio浪記auge or 

us匤g the fi文ed runoff plot 

Th巴 object of the inve8tigat�n was the mountainons drainage bas羽 in the Tohokl1. dis仙

trict, and the re1ating exp記riments were carried out in K01Il.a experirnental forε8t (Jf this 

institute or in the 1aboratory, The term of the study was 10 years, frorn through 1975. Th記

outlin巴臼 f th巴 method and 1:h日 r巴sults 01' the 8tudy are surnmarized as follows: 

1, 1:n自明ence of th告 disturhance in the ground 琵001: du思 to cutting and logg�:ng of the Îore酪t

and c骨n呂erv揖tion ma腕agemelrt of th母 iore自t land 

(1) Choosing the Karamatst1 (Larix leptole�is) thrifty stand in Koma experirnental fore81: 

昌s an ob，i巴d， cntti.ng works such a8 thinning or clear cutt:ﾍng and stripping of Htt邑rs were 

conducted. Aftεr t11at，五xed runoff plots were set up in each part cf t11e forest. Duτing F‘our 

y巴ars from 1966 through 1969, 1:he runoff discharges and the amount oﾏ sediment load were 

ohserved. Besides. the seasonal fluctu呂tion of the wate.r content of 1:he soil of each part of the 

fo1'est was in、restigated ， using soiI sampling method as well as free tension lysimeter. 

(2) Th日 amount ()f surJ、呂 ce l'uno.ff from each part of th巴 forest was smaU due 1:0 the 

large in五ltrat10n c品padty ()f this area as well as 1:h日泌ck of heavy ra絜fall during the observaｭ

tiol1 term. てfhe m巴all valu日 of the ratio ()f sur:face rnno1I during the ob8ervation term w呂s

only 乱 little more than 1 p己 r c巴nt even at the a.rea wher己 the ground surface was exposed 

due to the cle日r cutting. The díffer印印 ín the はtent of cutting, name]y the thin.ning or t11e 

clear cutting, d冝 not produce any distinct dífferenc日 in the 註mount of surfacc runofL 

(3) The amonnt of 続出m開 t 10旦dw旦s extr色rnely scarc巴 Eγ己n aftel' th思 cutting works such 

a8 thinning 01" dear cutting. However, frorn the are昌明rhcr巴 the ground surface was 記xpos伐l

due to cl邑a1' cuttlng, the sedimcnt of approximately 30 toniha (ovεn-dry) was transported an凶

nually, '1、h忠 relation between t11巴 amount of sediment load from tbat ar記乱 E and the precipi-

Rece咩ed Nov剖nher 10, 1975 
(1) (2) Tohoku Bra口ch Station 
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tat卲l1 P w乱告 k口own to be expressed by the expouential equation g= 1, 488 pl,5(\3. 

(4) Comparing the percelltag色 of soil mo罇ture content by its avεrag日 va.1 ne of total 1ayεr 

dOW!1 to the der北h of 1 m betwεe!1 t11e forested land alld the deforεsterl lalld , there was uo 
distinct diffとrεnce. How巴ver ， compar�g thεannu乱1 perceutage ()f soil rnolstu1'e conteu 1: of 

引にh depth by 咜s coe詩ìcknt ()f varíation ‘ the depthes of 20へ 25 cm and 40ん 45cm h註d largel 

val11es than the other depths in the fores1:ed land. III the defo工 ested Jand, the c;oeff�ients of 

var僘t卲ll we1'e larger a1: 1:11色 d(‘pths of 0" ノ5 じ111 and 20 、 .2G 輓 than at the other c1epth 日‘

(:'�) 1\s 日 result of free tens卲ll lysime1:er m開su1'emcnt ， bo1:h depths of 20 CI1l <lnd 40 cm 

sho可ved prominεnt dewatering tend巴ncies in eacn 呂Y日仏 Especially in summer, the dのW札terin芯

tのndency was more prominent ln the foresi:ed area than in thεdeforested area_ '1'h己正1巴 \vater

�g measured by th己 f 1'ee tension lv日ímeter i" d叝ectlv re!atcd to th巴 e~lapotranspiYa刻。n a1'ound 

tﾍle 10c品tíon of lhe .i nstrument、

(6) Choosin芯れVり small basimミ where stem-len必th sk�d匤gs w削句e carn吋 out with 1:1'acto1's 

品s object , the infiltratlon capacity and the so.il physical propert�s we1'e � 匀ve 

areas into wh�h !.he b自由ins were divided acco1'dinσ(:0 t11e extent ()f distu1'bance in the 百 roundn 

iloo1'. Moreover , s絈ple so匀 catching apparatuses were p1'oviふôd al the ends ()士 both bas1.ns. 

Sedim en t 10乳ds from th巳巴nti1'e b;出íns we1'c c旦ught here and we竑hed periodkally二 One ()f th8 

invest:igated b乱Sl118 W乱86141巴ntly s�p絜g cut"ov記r land ()f Akamatsu (Pinus d仰siflor吋 natll1'al

stand, 'J、he othe.τwas a cut"over land of Buna (Fagus crenata) l1aturaI f;tand with compar" 

a tively steep s!ope‘ 

(7) 1'he movements ofηlctor skiddì日夜 vary depending on the topogn:phy. For ìnstance, 
in the gently sloping 乱f似し it can move {}v日r the entire groulld surface, vvhik in the stと日pJy

sJoping a1'e品， the pass且ges 乱1'e líkむly to be coucentrated 011 some specialγ(1) te8. On the flat 

p1an巴s (}f the upp日r part 01' of th巳 lower part of the slope, baτe lands are formed due 1:0 the 

tu1'n匤g of the t1'actoL 'fhe parts of the land whεre skidc1匤g works w己re conduct思d by 11'ac" 

to1's are classíft記d 絜to the following by their degre巴 of d﨎turbance [1'0111 thc f1'己qu台工lCy 01: the 

mov日rnent of tr註ctors ， 11am己ly ， light di"tmbed 乱re丘， medimu c1﨎tu1' b忠d aτ出1， heavy d罇turbec1 

a1'ea , non-disturbance 品nd spur road 

(8) 1¥s a r日snlt of inf�trat卲n experiments, it was 1'eve品1ed that the inftli:rati�l capacity 

was extremely low日f制i at med匤m disturbecl a1'eas , heavy disturbed a1'eas , and spuτroads， 

cornpared with light distu1'bed a1'eas and non-c1isturbed a1'eas. Tn otÌ1巴l' words, if th記 γ乱Jue 品t

the non"cl﨎turbed area is 品ssumec1 to be 1005弘 th日1'e1ative v必u巴S of the spu1' road , heavy 

distu1'bed are，し medium disturbed ar側 and Hght disturbed area 呂町 21弘 63'弘 86(( 日 nd 1(ぬ%

respect�ely _ 

(9) of 日()iJ phydcal properti日B on 日以下h are乱 showed an app日ren 1: inilllence 

of \h巴 soíl hardnとss. Espec僘lly 111 the so匀 hardness ()f the surfacc 1乱ye1'， the1'e ¥-vere si誌m長山

can1 díff日rences 品mong each area町1\1: the d日pth ex( 巴eding 20 cm , th巴 ìnüuence ()f 1:hεrollíng 

pressure was not promient flesides , signif1cant c1ifferences 託11long each area, vverc noticed al 

the depth of 0 ,,,5 cm by such Jacto[ぉ社日 cornpactness， pcrcolatio!1 1・乱te and n臼n-capilJa1' Y porosity. 

(10) すh阜品l110nnt of soU !oss at thc end of each basin in the yea1' 01 日kidding was 0. 28 

tonjha by Ak品matsu n乱tu1'al stancl，乱nd O. 53 ton!ha (oven (11γ) by Buna natural stand. <J、heう

amom抗lt i加n tí1(日ヨ 呂econd y刊ea削r守 wお万問r攻as a必1mτlUOω?自ヨt zero by 1:出:h仇e Íれ{り〉刀}nれ:mer wh(巴:f問.，冶eう t山h己 d巴gr色巴 Qぱf (ωlîω凶sωはJ吋兆山t幻:1川]口l'守-ba主III町l(ぽc了t

WH悶s 1i泌gh杭t， wh巴印乳8 an amollllt alrnost similar t口 th11 1: (�f the p1'eceding year WH日 shown by the 

latter whe1'e the dcg1'ee of distu1'bance 、Nas promínent , It was confirmed that the pr�c厓al 

sou1'ces of t 111"泌総diment loads we1'e the surface of the spur road and the b日間 i乱11d which 
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composed the slope on the val1巴y side of the spur Toad. 

(11) Since th記 d日struction of the forest land through skidding by tractors cannot be n己g刷

lected, th巴 sloping bare land wh己re the eγosion is lik巴ly to occur is to be cover日d as soon as 

possible. Ov日r t.h日 surfac己 of the spur road, the covering work of spre品ding hranches of cuttｭ

ing trees and the greening work of seeding pastures were ex日cuted. From the results of 

th配se works, both conservation treatments were effective from the standpoint of the prevention 
of erosion. Comparing th日 annual soil 1088, it was 11.5 ton/ha (oven-dry) at the bare land 

without treatment曹 while 1t was 1ess than 10% of th巴 form巴r at both covered areaR 

H. In盛租睦nce ()f di自turbance in ground 11001: d盟e to p曲目turag時 Îl1 the Îo!'e自t lal1d and 

con畠邑rvation 1臨anagem哩nt of t1te fo閥抗 land

。) Choosing Iwaizumi pasturage forest land on 乳 P巴neplain in Kitakam� mountaﾌnous 

areas, the relation b巴tween tho distribution of th日 devastated land and the she conditions was 

examined. This area 﨎 severely cold ln wint白r with strong 、vest巴rly wind and 11乱s p丘stured

oxen and horses for more than 300 years蜘 ln th18 ar問。f approximat巴1)ア 500 ha, there 記xist

exp且ns巴s of eroded land which 品re thought to be caused by the severe m日teorolngical condí紬

tions and th日 grazlng of oxen and horses. 

(2) Summing up the distributlon of the devastat吋 lands according to the site conditions, 

there are the following characteristics: The d巴vastated lands are concentrated within the 

range of the elevation of 1, 000~1 ， 200 m , on the upper parts of slopes, on natural grasslands 

concerning t1恥1官巴 k王i泌f口瓜ld 0ぱf g炉ro加und必.d c∞ov陀er悶ag俳ε‘ O悶nt悦h児号 日初out出h

3お5" with respect to the slope angl札

(3) An attempt was made to judge thεdegre巴 of the danger of devastation, through 

d咩iding the who1e area il1to 300 8quar白s and calculating the rel日LtioIl betwe己n the、 f乱tìo of tho 

d巴vastated area and the sÏt巴 condítiol1s usìng 汀mltivariate analysìs町 From thìs, it became 

possible to so江1e extent to foresee tlle occurrence of th巴 devastation through analyz匤g such 

f且ctors as forest density , open degr己記， elevation, dìrection , inclinati.on angle and parts of slop札

(4) Th邑 beginning of the occurrence of the devastated land was 匤ferred to be due to I:h己

occurr思nce of the bare land ca l1seε1 by the behavior of grazing caW弘 1、h色町nl品rg巴111ent of 

the bar巴 land is strongly influ0.nced by the collapse of the top so� layer caused by the frost 

columns or thεfrost heave as well 旦s by the weatherlng and the erosion of �l:. The 匤vestiｭ

gation into the mov邑ment of th巴 top soil by the kinds of surf且ce coverag記 showed that the 

annual eros卲n depth of the bare lancl reached 4 齢 9mm， Wherea吉 it was only about 1 mrn in 

t11e natural grassland under pasturage or in 1:he forest land. 

(5) ln order to darify th己 devastation phenomena due to the pasturage of graz匤g cattle, 
an investigatio也 a8 against non-graz匤g stand was carri叙1 ou1. on the d己struction of ground 

floor , t11e occurγ0.nces of the erosiol1, tlle in品ltration capacity, soil physical properties 丘ncl the 

amOlユ IIt of sediment 10品d in Uimekami national graz�g foresL '.1'he areas are young Karamatsu 

(Lar� teρtoleþis) by planting and fifty c乱ttle 0千 on0. groほP 乱re graz匤g by the rotat綷n system 

w咜11in tllat forest land. 

(6) As a result of in v日stigation three years 昌 ft位r pastur乳ge， it was r邑vealed that the 

pasturage had low母T巴d extremely the infiltratlol1 capacity, Th日 in司uences of the behavior of 

th巴 gr呂 zing cattle on 1.he top soil of 四ch grazing plot were apparent: the so匀 hardne呂s， the 

compactn己S8 and 1.hεdispersion ratio were il1creas日d ， and the p記rcolation rate and non-c註pil

lary poros咜y were d民間ased by theι呂tt1e grazîng , These in五uεnces were remarkably 1在rge

on the trai1 and the bet gτound of th記 catt1 e.
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(7) As a result of invest刕ation into the occurrences ()f 1>are lands after pasturagc, it was 

shown that thE~ r抗Ío of the bare land was less than 396 of: tota1 乱rea. The barc lands are 

concentratcd thc most on 1.11巴 míd-high steop slopo，乱nd secondly on t11日 flat 呂r巴a a1: 1:ho !ower 

part The occurrどncos ()f baro 1乱nd 乱rc closely relat巴cl to the 乱ngle of tho siopιWhon t11e 

anglo exceeded 20九 the frequency of the appearellce of thζ'b品re lan� and �1:s ratio 匤 area 

inc1'eas町1 abruptly. 

(8) 'j、h日 shap記s ()f th巴 bar巴 lanòs which occurred showed special features dOplゐndin詰 on

the topography, and 乱Iso changed w�h the time clapse of the pasturage. ト、or i.ns1:ance, 011 thc 

丹at ar記as at the upper an.d lowcr parts of the slop巴， compact plane bare .lanàs 註ppeared， γwhìl巴

臼n the steep 巴810pe日 8mall stair温寸 ik口t巴" barれe larηlds c乱lpp巴日乳Lr巴d. On the ta.lus at th日 foot of the moun創

I:ains ‘ subsided b呂 re lands were found. At the 8111乱11 stair-l勛e trails fonned on the slope , the 

steps col1apsed with the t匇e-clapse of pasturage 

(9) The fundamel訂正d land conservation rnanagernent concerning the grazing :in the [ore8t 

1and じons.ísts 匤 tIヲ e app1'opriate selection of th色 Iand and the grazing manage111.ent句 1n seiect嶋

lng the land, t11邑 angle of slope 200 is an important check point. The laτ1(]出1:0 be llsed for 

pa只tu1'age should be on a gentle slope vv�h the sIop巴 angle less than Lll。乱bove-mentìoned

value. Beside日， on a grazing lot , it � necessary to rotat.e the cattle correspouding to the 

且ppearance or the d﨎appearance 01 the protect卲n cover of 1呂nd surface (ground floor plant.s 

and .ti ttelヴ On the land alon芯 valleys 01' �cated on high dev乱tion exposed to cold strong 

winds , 咜 is necessary 1:0 conserve forεst 乱s Jlll1ch 乳s possibl阜、

HL The ín経日ence of the disturlnmce in the grouml 説。01' eaused by the forest fire and the 

emwervat綷n management of the fore前 la l1d

(1) On the ruins of the forest f�e which had occurred in early May 19的 în the northern 

part of Iwate p1'ef巴c i:u 1'e ， the in f.1 uencc出 of tho 抗 f巴 on the land cond咜綷l1.s weJ:o dari五日d by 

means of se1ecting inve日tigatioll ar巴as with thrce stages of dam礼g日 intensity， namely, heavy 
buτned， modillm bUI'ned, and light burned and inc1ud匤g the areas which had no工 b忠εn in司 u

enced by the 五re. Th巴 îniluences on す he Înültr乱tion capac�y and the vaJ:ﾌous soil prope1't冾s 

were 巴xamined on 口ach area. 日記sides ， eroded depth of the ground surface and tho amOUl1t of 

sedhnent load w日re Ob8εrvεd. 

(2) '1もe111抗ltration cap札cìty ()f the heavy burn日d 司reas \vas 巳xtrcmely ;;111.a11 compared 

with th口se of the 乱rcas withou1. f叝e 01' of tho Hght burned areas. In s11ch areas , gro11nd f100r 

p!ants 乱nd litters wer巴 burned down and the top soil was dricd and dispcrsed. Therefore. the 

infiltrat1.on rate at the begin川f口lÍ加J1 f釘?; of th巴 Tれ正.aînれ1.1山H w臼日 V長e併3汗τy 巴srru乱11口1. However , with the elapse 

01' the rainf正tll ， the infiltr乱tiOll 1'ate increased graduall y. Th日 t �8 tり say ， the ini�tratiol1 curve 

was no1: the dhn匤ishing type 且s seen In general hut the íncr日乱~Jing typ記.

(3) Eroded depth of the gτound surface was r江easured using the lixed stakes 乱nd rock目

前 reference poil1tS. From immediately after the fiτe to t11e 叩tumn of that year, itτ悶ch吋

34 mm  011 t11e av巴rage， on the steep 日lope of tlle clear cut ruins of the heavy burned area. 

Ho，vev位れ 咜 w拙 o111y 2 mm on tho 品V巴rage 011 similar places of light burned area ‘ T11e 記rosion

was deep on the llppe.r part of the slope，乱nd shallow on the Iower part, 

(4) '1'11忠 amounts of sediment load measured at 五xed runo任 plot set up ﾌll each area w品3

3.5 tonjha by medium burned e1ear cut ruins , L 6 toniha by medium burl1巴d /tkamatsu planting 

stand, and 0, 2 tOlljha by 1ight burned A.kamatsll planting stand (all of these values w日τe

ovel1-に11'Y). Also, the amollnt of sediment load was measured 乱t the e口d ()f a small b乱sìl1 of 

approxiInately 2 h日 which w日s composed of th白 three dεgrees of ckar cut ruin3. [n othe1' 
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words, th日 h開vy burned, medium burned 乱nd light burned. From immediat邑ly after the 五re

to the 品ut:umn of that y日a 1'， th記号日diment load amounted to 63.9 m3 (which corresponded to the 

thickness o:f approximately 3.3 mm) ‘ 

(5) 1'he coverage of g1'ound Hoor p1ants was 1'estored to about 50% by the autUnln of th巴

ye託l' of t11e l�1'e at bつth a1'eas of l�ht burned and m在dîum. burn日d. The litter8 were a1most 

completely burned out, and the landム was exposed at both areas of heavy burned and medium 

burned 

(G) 1'he influences of the 去1'e on soiI propert�s were not particu1arly p1'ominent. Howeve1', 

the inf�t1'at卲n capacity and th記 rate of granular solidif�ation within the depth of O~5 cm � 

the heavy 丘rea were dist匤ctly sma� compared with those in the light burn吋 a1'ea ， and on 

the contrary th巴 dìspersion 1'atio w設s somewhat larger内

(7) The 呂mount of organic mate1'ials 10st w羡h th色自己記ment load were more than expected. 

As a result of an呂lysis using TWRlN'S rapidity-titratJon method, the contents of o1'ganic matt:er 

in so匀 � the medium bu1'n巴d clea1' cut area amount巴d to approximately O. 5 tonlha from 

ﾌmmed僘tely after the fire to the autumn of that year. 

(8) In a 五X巴d 1'Ul1off plot 記quipp日d w咜h artí民cal rainfall apparatus, a 品1'ing expe1'iment 

was carried out on a natural grass吋egetation growing over the volcanic soi1. The surface 

runoff dlscharge increased irnm臼liately afte1' th日五1'ing ， but t11e in長ltr品tiOIl capacity inc1'eased 

gradually together w咜h the 1'egrowth of vegetat�n. And about two months afte1' t11at , there 

was llO signif�ant difference in the surface ru llO自f d1scharge rate b己tween th記 fired area and 

1:11e 品rεa without 日1'in呂町

(9) 芯γen w1th a long duration of the artí五dal raJnfaH of 70 mm/hr, there was not any 
perceptible amount of sediment load from the firecl area nor from the a1'開 withou1: 劦.ring. 

The1'e seem 1:0 be distJnct d凬forences b日t，町een the 五1'e and the controlled fil'匤g � the deg1'ee 

of the combustion of the ground iloor. 

(10) The h日avy burned area by the forest �1'e 1." i.r 1'esi日tible 乱gainst the 日1'osion caused 

by the water 01' the wind, h己cause the ground surface ís 四posed 凹d th巴 top soi1 i8 dr匂d out. 

1n orde1' to p1'ot巴ct l11e forest lalld from the devastation caused by the foresl:自 re， a conservaｭ

t�n managem位nt � nec邑ss且ry fo1' euch h色avy burnecl areas‘ τ、ho simpl邑 terracing 帆70rk by 

bundled bτanch日 using b1'aねじ11s rEうmaining unburnεd was quite effective fo1' the p1'evention of 

the movement of the top so�l. 



1*地凡7](および L淡保全機能iごIJíJする研究(お 2 +~) CHlt. f'l 時) -Plate 1 … 

Pho叫to， 1 1台花(よ必処2孔1い1プ、1虫1'. カラ マツ fぺi、池 lにに」司お:け7 る[地也4茨む j託《九: ド p斗hωotωo‘ 2 刊!日悶!門H代史カラ?ツ冷ふに、L心占地:

iば弐 T、守he runoü汀f pがlot in th刊e K品ramaLω8叩u (υLa耐nωz 
T、すhe同e r印'l1no[f plot in the Karamatsu (Larix ieptolc�﨎) stand of th巴 thinníng tτE乱tment.

ieptolψís) stand of the Ilon-treatment. 

1'hoto. 3 カラマツ怖の上会tJt刻、J訟における Jむ jlÆiÆt Photo , 4 俊伐地表露llj 尽における地zÆìf，t ドぼ
FiX The runoff plot in the exposed conditiol1 of 

The runof{ p10t in the cut-over land of the cut-over land. 
Karamatsl1 (Larix leþtolψis). 
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Photo , 6 トラクタで袋店店付された11i伐跡、j 出(回iJ
The clear cut-over land whelで th日 fe1ling trees skided 乱nd
logged by the tr乱cto1' (Yokk乱ichi investigated a訛) , 

Photo , 6 )Lkのtili燦りにより地炎がZ町立にかく点、された状態
'l'he he乱vily disturbed condition of ground surface 

by the tractor logging。

Photo. 7 トラクタによるアカマツ伐採木の会幹築材
The stem-lEぅngth logg絜gs of Akarnatsu (P�us 
dens�/fora) logs by the tractor. 



ボド」訟の !J， およびぃ f .:Pffi. f:\tI:令機討をに[長1 ずる州支 U1'! 2 絞) (↑・校約) Plate 3~-

。 !U 沙 よ f川止心1'hoto. 9 r!J)C]; により滋じんな彼災かう1:巳シi

どをおJjとした被くノト点 Jて;γ:ι の IJi~HriIrí
The 百円J.all burnecl basin by fon;st fire wh兤h '1'hε soi1 plofile in the hea vily burned ar民乱 of 
measured 日rosion clepth, sed匇ent load and (:uトover laod. 
inf匀tration capacíty, 

Photo, 10 i!泣!二八被災地0)与ふれfrîにみられるJミ 1'hoto‘ 11 ì%点じ/し被災地の λ121'{iiü(ま i悲しい努f;)j<
íf百佼食 ↑<1:>';，.\，ずる

グ1'11e sheet eros卲!1 wh兤h have observed il1 The grouncl surface take O!1 very repellency 
the steeply slope of the heavily blユ rned 乱rea. in the heavily burned are孔
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Photo. 12 アカマヴ治休地の rt1m: ìJ~ 5J.Uili tζ設定した地表btt 下限
The nmoff plot 匤 the medium burned area of Akamatsu 
(Piιus densijiora) planting forest. 

日10tO. 13 骨f足跡地(!) 11 1 皮被災地に役定した地表流下店主 fiill処盟〉
The runoff plot 匤 the medium burn巴必area of clear cut-over 
la抗d (N011ぺre乱t111e11 1:)

Photo. H 皆伐跡地の中皮被災地;と設定しfた地表流下氏(来日だfI万[.)
The rUIloff plot at th日 medíum burned are乱。f clear cut-over 
land (Simple terrac匤g work by bundl巴d branch). 
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Photo. 16 二

The d日 nuded ra口広el乱lld where exist on thと penepJaín

り f Kitιkam! ll1o¥mt.ain. 

Photo. lG 交 y\(w:; C/) 11L.}~{ !日ーと /Jくの úhj}\ ))によっ
'JJUj_\μ'Ji三役 i迂〈うう

Th日 ground surface 01‘ dcnuded ral1ge町lanc1乳rea eroded with 
匤crea;Jﾍng spead by thεworkíng of wind ancl water. 

Photo. 17 liy/lえ日夕\~ Ni:Oヲァ1 1 1主将主主しだ l十i]ff三

-1'he gul1,' el'osﾎon in n乱tural grass .Iand w咜h cattle gra佖g 

Plat心 5守山



Plat正36- 休業試験場研究報告第 286 弓

Photo. 18 ?主務の i 査 FEJf&羽'!-(l) 大;台いたまり溺
The bed ground of the l咩estock wh巴τ巴 aff巴cted by 
h開vy trampling ‘ 




